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いのち わ

ささえあう生命の輪

生物多様性基本法では、各地方自治体ちそれぞれの生物多様性地域戦略を定め、施策を計画

的に推進することが求められています。ここ目黒区においても国家戦略の方針に従って地域戦

略を策定することになりまレた。

私の研究室がある東京大学・駒揚キャンパスが目黒区にある縁もあり、目黒区の生物多様性

地域戦略策定検討委員会の委員長を引き受けることになりました。実は、目黒区は生物多様性

が国際的な課題になる前から、区内の生物調査や公園の整備などの活動を積極的に行ってきた

歴史がある自治体です。その基盤があるため、今回の委員会には、区民の方やボランティア活

動をされている方など、「多様性」に富んだ人選となっていて、さまざまな視点からの検討が可

能となりました。

今回の最も大きな課題とレては、目黒区は東京都23区のひとつであり、都市部における生

物多様性地域戦略という位置づけを持つことです。都市部では、手つかずの自然はほとんどな

く、多くは人工的に作られたものであるため、都市部の地域戦略は自ずと自然の豊かな地域と

は異なるものにならざるを得ません。委員会での熱＇~＇な検討の結果、いかに都市の中の自然に

親しみを持ち、その価値に気づき、そレてそれを大切にしていくのか、ということを主眼にお

いて戦略を組み立てようということになりました。

もうひとつ考慮レなければならなかったことは、「生物多様性」という言葉自体、私たち区民

への認識が進んでいなかったことです。確かに「生物多様性Jという言葉は古くからあるもので

はなく、また、遺伝子、種、生態系などの階層があるなど複雑な構造のものです。そのため、

地球環境のもうひとつの大きなテーマである地球温暖化が「平均気温」というわかりやすい目

安があるのに刻して、生物多様性を実感するのは簡単なことではありません。
いのち わ

このようなことから、本地域戦略では、生物多様性をあえて「ささえあう生命の輪」という

言葉に置き換えて、できるだけ多くの区民に親しんでもらおうということになりまレた。これ

らを始めとレた長時間にわたる議論のおかげで、都市における地域戦略として、独自性が高く

市街地を持った都市部の参考となるべきものができたと確信しています。

この目黒区生物多様性地域戦略をきっかけとして、より多くの区民の皆様が、身の回りの自

然を振り返り、親しみを持って接するようになることを＇~＇から願っています。また、さまざま

な行政にたすさわる万尽には常に「生物多様性」をI~＼の片闘において計画や施策の立案と実行

をお願いしたいと考えます。

最後に、戦略策定のために長い期間にわたって議論を繰り返し行ってきた本委員会の委員、

ご意見をいただいたたくさんの区民、および策定の活動を支えていただいた皆様に感謝し1たし

ます。

2014（平成26）年3月

目黒区生物多様性地域戦略策定検討委員会を代表して

委員長伊藤元己
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附－1策定検討震員会 ｜

0目黒区生物多犠性地域戦略｛仮称）策定様討委員会（要綱により設置）委員名簿

(2013（平成25）年4月1日現在五十音順・徹穂略｝

氏 名 所属団体等

1 石川雅 子
中白黒公園活動登録団体
さーくる・ガーデン・クラブ

2 市田淳 子
区民
自然通信員

3 ＠伊藤元己
東京大学大学院総合文佑研究科毅撞・
自然科学博物館館長｛生物多樽性分野｝

4 上回衛 門
区民
自然通信員

5 0倉本宣 明治大学農学部教授｛造圏分野）

6 西村康 樹
自由が丘商店街振興組合出版企画事業部長
産指能率大学兼任講師

7 早野木の美
議慌カウンセラー
消費生活アドバイザー｛消費生活分野｝

8 矢野完
国立科学博物館附罵自然教育園
名誉研究員｛環境教育分野）

9 渡島郁 弘 目黒区立不動小学校長

＠委員長 O副委員長

0検討の経緯

第1回： 2012（平成24）年 11月29日

内容 生物多様性地域戦略策定に向けだ区の誓え方について

目黒区における生物多様世の調状と課題について

第2回： 2013（平成25）年4月 13日

目黒天空庭園・おおはし里の杜見学

内容 第一回策定検討委員会の意見と検討事項の確認

基本目標について｛基本テーマと目標設定｝

施策の方向性｛施援の方向性と往立て）

態議会の開催に向けて

rso選のいきものたち｛仮籾Jの作成について

第3回： 2013（平成25）年6月7日

内容 第2国策定検討委員会の意見と検討事項の確認

中間のまとめ（案｝！こついて

第4回：；2013（平成25）年 10用3日

区民2名は公募

内容 「申聞のまとめ」に苅宮る区民意見と素案に向けた対応の方向住について

これまでの検討霊員会の意見と横討事項の確認

素案｛東）について

第5回： 2014（平成26）年 1月 16日

内容 パブリックコメントの実施結果について

地援戦略（案｝について
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附－2計園作’Jへの．加 ｜

( 1）意見募集イベント

2012 （平成24）年

7月25日
。みんなで遣15¥，めぐろのいきちの80選（9月30日まで｝

O区立小学校児童野きないきちの調査

2013（平成25）年

7月25日 O申聞のまとめ意見募集（8月31日まで3

。生物多様住パネル展

7月27日 ON円3法人嘗刈ネット21自然観察会と来来マップの作成（嘗刈公園）

8月 48  O駒場野フコr－ラム来来マップの作成｛駒場野公園｝

8月 58 O区民想説会｛目黒区錨合庁含｝

0講漬お0年間のいきものの変動

8月10日 Oいき乞の池・原つぱクラブ親子虫捕り教室と未来マップの作成（φ目黒公園）

8用17～18日めぐろいきちの学校 （あおぞら銀行フィナンシャルオアシス自由が丘｝

0まち歩きハニーウ万一ク、野諜ウ万一ク

o：ミニ穀室 自由が丘とまちづくり、生拘多犠性と江戸野義、昆虫のおはなし、

生物多線住つてなiこ？、めぐろのいきもの

。トークセッション～5ο年前の目黒といきちのたち～

。生物多犠牲パネル展明治大学農学部、産業能奉文学、工コライフ目黒、

公益財団活人日本自然保護協会、自由がE商店街据興組合

8月24日 O構文谷公園いきもの発見隊と宋来マップの作成・協力縄文谷公園くらぶ

11月25日 O素案意見募集（12月25日まで）

12月 8日 野鳥のすめるまちづくりの集い｛目黒区舗合庁舎大会議劃

o；躍j寅・トークミーテインク

『確かな未来let懐かしい鹿景の申にj

O活動報告

r原つぱの活動Jcp目黒訟圏いきちの池・原つぱクラブ繊

r五本木の森の活動」 目黒区立五本木市学校3写生

r公園の活動里山｛じする都市公園J駒場野ホタルの会東

f街の活動丘ぱちプロジヱクトJ自由が丘商店商振興組合

0パネル展明治大学農学部、環揖三四郎、公益財団活人日本野鳥の念、

公益財団活人日本自燃保護協会

l Fヲ I 寄ぜられたご意見の一部
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《意見募集結果概要》

0中間のまとめの意見募集 0素案の意見募集結果

個人（人）｜団体（団体）｜議会 計 個 人｜団体｜議会 E十
提出者数 422 48 471 提出者数 94 17 112 

意見数｜ 620 I 83 I 6 I 709 意見数｜ 162 I 23 I 7 I 192 
期間：2013（平成25）年7月25日～8月31日 期間：2013（平成25）年 11月25日～12月25日

《区立小学校児童好きないきもの調査》 参加校 区立小学校 22校 1,464名の児童が参加

0種類得票数動物2,880票（224種類） 植物2,661票（156種類） 合計5,541票（386種類）

0 1位力ブトムシ、 2位メダ力、 3位草、 4位アサガオ、 5位キンギョ、 6位クワガタ

7位ヒマワリ、 8位トカゲ （実施期間はいきもの80選と同じ）

0いきちのたちへのメッセージ（選）

《同じいさもの》

・ぼくたちはにんげん。きみたちはむレ、とり、くさ、はな、き、さかな、きのこなど。ぜんぜん

ちがうけど、おなじいきもの（油面小学校 1年生）

・私たち人げんも、同じ生き物だから、揚所と揚所をわけあって、いっレょに生きていきましょう。

これからも、たのしく平和にそして、仲よく生きていきましょう（下目黒小学校3年生）

・ぼくたちと同じ命をもついきちのたちを大切にレていきたいです（原町小学校4年生）

《未来に》

・100年たっても、 200年たってもめぐろから、いなくならないでください(J＼雲小学校2年生）

・わたしたち3年生は、「未来の森を作ろう」という学習をレていて、できるだけ多くのいきもの

がしあわせで、とてもすてきな未来の森にレたいです（五本木小学校3年生）

《感謝》

・地球を彩り、とても美レい風票を作ってくれてありがとうございます。見ているだけで山がなご

みます。さまざまな種類のいきものがいますが、全てにかんしゃします（駒場小学校4年生）

・こんなに身ぢかにいろいろないきちのがいるとはしりませんでした。山に行ったとき空気がおい

しいのは、あなたたちのおかげなのかもしれません（駒場小学校4年生）

－りんしの森のサクラさん。吾になるときれいな砲をさかせてくれて、ありがとう。毎年あなたの

木の下でおはなみをしています（不動小学校3年生）

・砲や草、木は大きくなって、りっぱになってほしい。太陽にたくさんあたり、水をもらい、自然

をふやしてほしい。いい香りがでるから、たくさん香りをだレてほしい（月光原小学校6年生）

《いきちのたちへ》

－ロゼットなどで冬ごしするのがとってもすごい。生きる知えをはたらかせているのがとてもすご

し）（駒場小学校4年生）

・ぼくがコオロギさんをえらんだのは、育てた時に夜に、コオロギさんの歌がとてもきれいだった

からです（五本木小学校3年生）

《みどりをふやして》

・最近、太都会では緑が少なくなり、空気はよごれていて、たぶん動物たちがすめないかんきょう

になってしまっ疋と思います。だから、生き物とふれあえるように、空気をきれいにするなど、

動物たちに良い所にしていきたいです（大岡山小学校4年生）

・目黒川のサクラさんへ これからも、人々たちを「すごい！」「キレイ！」など、よろこばせて

ください（田道小学校4年生）

《人間の都合で》

・もともと日本に住んでいる生き物たちが人間の自分勝手なことで外来種を放ったために、し1まい

る日本の生き物たちが、げきげんしたことは本当にごめんなさい（東山小学校4年生）

・ムダな電気を消して、レょう工ネレて生き物たちが、すめるようにI~＼がけます。緑や自然を太切
にしだいです（東山小学校4年生）

79 



(2）みんなで選んだめぐろのいきちの80選

区制施行80周年記怠事業「みんなで選ぶめぐろのいきちの80選J（「ふるさとめぐろ」のいきちの

たちを見つめ直し、「子どもたちの未来」に向けて、まもり、伝え、昭び戻レたい80種の身近な

いきもの選び）には、延べ664人が参加し、 417種類のいきものに4,433票が投票されました。

結果は目標種等の設定に使用いました。

附表－1 いきもの80選の得票数順位 投票期間：2012（平成24年）7月25日～10用31日

順位 種名 得票 数分類 順位 種名 得票数分類

ヤモリ（ニホンヤモリ） 190 腿虫類 カナヘビ41 
（ニホンカナヘビ）

29 腿虫類

2 メダ力 137 ． 魚類 42 モクズガ二 28 ． 甲殻類

3 ヒキガエル 121 ． 両生類
（アズマヒキガ工Jレ） 43 キジパト 27 ． 屠類

4 ソメイヨシノ 114 ． 植物 44 イロハモミジ 26 ． 植物

5 アマガエル 109 ． 両生類
（ニホンアマガエル）

45 ミスジマイマイ 26 0 貝類

6 スズメ 105 ． 罵類 46 カナブン 25 毘虫

7 ツバメ 105 ・ 鳥類 47 ヒヨドリ 25 ・ 鳥類

8 シジュウ力ラ 101 ． 罵類 48 ナミアゲ／＼（アゲ／＼） 25 毘虫

9 力ブトムシ 93 毘虫 49 ポラ 24 ． 魚類

10 メジロ 92 ・ 鳥類 50 コゲラ 23 ・ 鳥類

11 ウグイス 88 ． 罵類 51 ウメ 22 ． 植物

12 ト力ゲ（ニホント力ゲ） 70 腿虫類 52 ツクックポウシ 22 毘虫

13 力ルガモ 65 ・ 鳥類 53 ミンミンゼミ 22 毘虫

14 アユ 64 ． 魚類 54 ニホンミツバチ 22 毘虫

15 スギナ 64 ． 植物 55 ホタルブクロ 21 ． 植物

16 アブラコウモリ 62 eo甫乳類 56 ギンヤンマ 21 毘虫

17 力ントウタンポポ 60 ． 植物 57 クヌギ 21 ． 植物

18 クロアゲハ 60 毘虫 58 ヒガンバナ 19 ． 植物

19 イチョウ 60 ． 植物 59 コサギ 19 ・ 馬類

20 ヘイケポタル 58 毘虫 60 オンブバッタ 19 毘虫

21 アオダイショウ 58 腿虫類 61 ケヤキ 18 ． 植物

22 カワセミ 57 ． 罵類 62 ジョロウグモ 18 ． クモ類

23 コクワガタ 55 毘虫 63 オナガ 18 ． 罵類

24 モンシロチョウ 53 毘虫 64 オオタ力 18 ・ 鳥類

25 アキア力ネ 49 毘虫 65 力ラスウリ 17 ． 植物

26 アズマモグラ 47 eo甫乳類 66 キポシ力ミキリ 17 毘虫

27 キンモクセイ 45 ． 植物 67 ハシフトガラス 17 ・ 鳥類

28 キアゲハ 43 毘虫 68 コナラ 16 ． 植物

29 アオスジアゲハ 42 毘虫 69 サルノコシ力ケ類 16 ． キノコ

30 オニヤンマ 41 毘虫 70 アオサギ 16 ． 屠類

31 ハギ（ミヤギノハギ） 38 ． 植物 71 ワ力ケホンセイインコ 16 ． 屠類

32 ナナホシテントウ 37 毘虫 72 ドクダミ 16 ． 植物

33 オ力ダンゴムシ 36 ． 甲殻類 73 モンキチョウ 16 毘虫

34 ヒグフシ 34 毘虫 74 キチョウ（キタキチョウ） 15 毘虫

35 クサガメ 33 腿虫類 75 ショウリョウバッタ 15 毘虫

36 ツユクサ 33 ． 植物 76 二イ二イゼミ 14 毘虫

37 タヌキ（ホンドタヌキ） 33 eo甫乳類 77 ヨモギ 14 ． 植物

38 シオ力ラトンボ 33 毘虫 78 ススキ 14 ． 植物

39 アブラゼミ 32 毘虫 79 ネジバナ 14 ． 植物

40 オオカマキリ 32 毘虫 80 ムクドリ 14 ・ 鳥類

（ ）内は標準和名様
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《80選のいきものの得票数と区民等の観察記録件数》
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10 

・クヌギ

·~ 
・コナラ

ショウリヨウパッタ ・ポラ

－ ．ジョロウグモ
．モンキチョウ

・ススキ

・［亘

•lE亙歪ヨ

・区豆亙E

グループ2グループ3 5 

仁二コ ：回復目標指標種に設定レたもの（P.38,39)

グループ 特徴 指標種として選定するうえでの刻果

得票数多：親近感が強い 多くの万に閏I~＼を持っていただく、あるいは調査に参加してもら
観察数多：見つけやすい うために有刻と考えられます

2 
得票数多：親近感が強い 見つけにくいので宝探レ感覚で飽きさせない刻果が期待できる

観察数少：見つけにくい剖 と考えられます

3 
得票叡少：親近感が弱い 目立たないいきものにも目を白けてもらう、あるいは希少ないき

観察叡少：見つけにくい ものの生息状況を確認するために有刻と考えられます

4 
得票数少：親近感が弱い 好感度が値い、闇I~＼が値いいきものにも目を白けてもらうために
観察数多：見つけやすい 有刻と考えられます

注1 「見つけにくい」には個体数（少ない）、大きさ（小さい）、生息揚所（水中、土壌中など）、行動（夜行性など）などの

要素が含まれます

附図－1 80選のいきものと観察記録件数

めぐろのいきもの80選で投票のあったいきものについて、その得票数と「いきもの住民台帳」に記

録されている観察件数により 4グループに区分レ、指標種設定の参考にレまレ疋
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附－3 『めぐろの風景」における自然回復の目標種の肢定理由 ｜
（附表ー2) P.38、39参照

区分 目標種（ガイド種）と設定理由

植・タチツボスミレ：雑木林※の萌芽更新※や落ち葉かき等の管理作業により群落が維持される
毘 トウキョウヒメハンミョウ：土の面の残る住宅地で見られる。士の面が広がれば、更に広域

の住宅地に広がると考えられる
庭地の 両・アズマヒキガエル地表面が回復レ連続することで分布が広がると考える。現状でも生息し

風景 ているが、自然教育園（港区）での激減の倒もあることなどから目標種にも設定する
限 二ホント力ゲ：多孔質のある空聞が増え、餌の毘虫等が増加することによって分布が広がる
鳥・ウグイス：庭や公園の一角などに樹林や薮地がでさることにより、冬季の餌の確保が可能と

なり、分布が広がることが見込まれる
毘 ゲンゴロウ類：コシマゲンゴロウ、ハイイロゲンゴロウ等これまで目黒区で観察例のある種

類。水辺環境の整備に伴い回復すると害えられる
小さな 毘 キイトトンボ：水草のよく茂つだ池や沼に生息する。区内では駒場野公園の水田で記録があ
水辺の る水質や植生などの環境が整えば、飛来すると考えられる

風景 魚・メダカ：区民に親しまれている水辺の生物の代表種。ビオトープ※池に導入することで生息
両・二ホンアマガエル（産卵）：産卵池として庭や公園、学校内の池を確保レ、樹林地と一帯とな

っ疋環境を育成することにより、繁殖地とすることができると考えられる
植・ホタルブクロ：かつては区内の住宅地各所で見られ疋が、現在では大学構内の樹林地に少数

が残っており、条件が整えば分布が広がる司能性があると考える

屋敷林 ク・キシノウ工トタテグモ：少数が公園などで見られており、環境が整えば広がる司能性がある

や鎮守 毘カブトムシ：樹林内の落ち葉の堆積によって、回復すると考えられる
毘 ムラサキツバメ：南方系のチョウ。シイ・力シ類などの常緑樹を好む。近年、公園などで見

の森の られるようになっており、樹林の育成によって分布が広がると考えられる
風景 鳥・アオパズク（繁殖）：木の洞で繁殖する高。ケヤキやムクノキなどの樹木が育成することによ

って、巣作りの環境ができると見込まれる
。甫・アズマモグラ：樹林と樹林との聞が士の面で連続することによって、回復すると考えられる
植・ホタルブクロ：前出

草はら 毘 トノサマバッタ：広い草地環境で見られており、環境が整えば分布を広げると考えられる

の風景 鳥・モズ（繁殖）：草地環境のほか、｛岳木類等の茂みなどのある環境が育成されることにより、巣
作りの箇所が確保される

き・オ二フスベ：現在でも、公園などの林床※や草はらなどで見られるきの」
植・ギンラン：山地の林内に多く見られる。現在、わずかだが区内でも見られる。環境が整えば、

雑木林
回復すると考えられる

毘 タマムシ：現在でも、公園等の立ち枯れ疋木で見られ、枯れ木の管理法で回復司能と考える。
や畑・ 毘 ア力シジミ：コナラやクヌギの多い雑木林で見られるチョウ。環境が整えば、回復すると考

水田の えられる

風景
毘ヘイケポタル：住民活動で回復が試みられている
両・二ホンアマガエル：水田と一体となった雑木林の育成により回復が見込まれる
鳥・ヤマガラ（繁殖）：林にすむ。現在でも、公園や大学構内の林などで見られるが、樹林環境が

回復すれば繁殖が司能になると考える
植．フン類：シュンフン、マヤフン、タシロフン、ギンフン等目黒区で記録のある種類を想定。

都市の 山地の林内に多く見られる。踏圧の減少など林内の環境が整えば、回復すると考えられる

森の
鳥・キビタキ（繁殖）：山の森にすむ。現在でも渡りの途中で区内の公園等に飛来しているが、区

内の樹林の環境が回復すれば、区内でも繁殖の司能性があると考えられる
風景 鳥・オオタ力：山の森にすむ。現在でも都立林試の森公園など区内の大面積の公園等で見られる

。甫・ホンドタヌキ：近年、区内の庭や公園で観察されており、分布が広がる司能性がある
植・ミクリ：大学構内の池などに生育していたが、現在では見られていない

広がり
毘 オ二ヤンマ：現在、太学構内の林縁の流れなどで見られ、公園等でも生息・生育できる環境

が整えば、回復すると考えられる
のある 魚・アユ（産卵）：沼床の工夫や水質の改善により餌となるコケ類が生育するなど産卵の環境が整

水辺の えば回復すると考えられる

風景
鳥・力イツブリ：あまり波の立たない大きな川や池を好む。公園などへの飛来が稀に見られる
鳥・カワセミ（繁殖）：港区の国立科学博物館附属自然教育園での繁殖倒もあり、巣づくりをする

揚所や子育てに必要な豊富な餌などが総合的に回復されれば、繁殖が司能と考える

新しい 毘 ーホンミツバチ：営巣環境の保全や吸蜜植物※が増える」とで、分布が広がると考えられる

みどり
腿 ヤモリ：樹林性だが建物にも好んで住む。餌となるの昆虫等が生息する環境が必要
烏・チョウゲンボウ：区内の住宅地や公園などで上空を通過するものが見られている。区外だが、

の風景 市街地のピル等で繁殖倒があり、環境が整えば目黒区でも繁殖することも司能と考える

き・：きのこ植・：植物ク・：クモ類毘：昆虫甲。：甲殻類魚・：魚類両・：両生類腿腿虫類烏・鳥類晴・哨親類
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附－5生物多様性の脱明 ｜

(1）生物多犠性基本法前文

生命の誕生以来、生物は鍛十億年の歴史を経て様々な環漬！こ適応して進｛じし、今回、地球

上には、多穏な生物t:Jt嘗在するとともに、これを取り巻く大気、水、土漉等の湾境の自然的

構成要素との相亘作用によって多搬な生態系が形成されている。

人類let、生物の多犠住のもたらす恵沢を享受することにより生害しており、生物の多犠性

は人類の寄続の基盤となっている．また、生物の多様性は、地誠における固有の財産とレて

地域恕自の文化の多様性をも支えている。

一方、生物の多様性は、人聞が行う開発等による生物種の絶滅や生態系の破壊、社会経済

情勢の褒｛じに伴う人聞の活動の縮小による里山等の劣化、外来種等による生態系のかく凱等

の深刻な危機に直面している。また、近年急速に進みつつある地球温暖化等の気候獲動は、

生物種や生態系が適応できる速度を超え、多くの生物種の絶滅をさむ重大な影響を与えるお

それがあることから、地球温暖｛じの防止に取り組むことが生物の多様住の保全の観点からも

大きな課題となっている。

国際的な視点で見ても、森林の減少や劣化、乱掻による海洋生物資源の減少など生物の多

様性は大きく損なわれている．我が国の経済社会が、国際的に密接な相互依容関係の中でき

まれていることにかんがみれば、生物の多様性を確保するために、我が国が国際社会におい

て先導的な役割を担うことが重要である。

我らは、人類共通の財産である生物の多様住を確保レ、そのもたらす恵沢を栂来にわたり

享受できるよう、次の世代に引き継いでいく賓務を有する。今こそ、生物の多様性を確保す

るための施策を告括的に推進し、生物の多磁性への影響を回避し又は最小としつつ、その恵

沢を樗来にわたり享受できる持続可能な社会の実現に向けた新たな一歩を踏み出さなければ

ならない。

(2）三つの多様性

生物多様性条約では、生物多犠住をすべて

の生物の聞に遣いがあることと定義し、生態

系の多様性、種間〈種〉の多様性、種内〈遺

伝子〉の多犠性という3つのレベルでの多様

性があるとしています。

生態系の多様性とは、干潟、サンゴ礁、森 写真遺伝子の多様性：同じ融でも僻むよって模様が異な

称、湿原、淘川など、いろいろなタイプの生 る｛ヒキガエルの開

態系がそれぞれの地域に形成されていることです。種の多撮性とは、いろいろな動物・植物

や菌頼、バクテリアなどが生息・生育しているということです。遺伝子の多繕佐とは、同じ

種であっても、個体や個体群の聞に遺伝子レベルでは違いがあることです。このように自然

界のいろいろなレベルにおいて、それぞれに遣いがあること、そレて伺より、それが長い進

化の歴史において受け継がれだ結果として、親在の生物多極性が維持されています。生物多

様性の保全にあたっては、それぞれの地燥で固有の生態系や生物相の遣いを保全していくこ

とが重要です。
生
活
の
質(3）臨界点

生物多様性への圧力が摺太すると、一

部の生態系が新しい状態ヘ移行する危践

性があり、臨界点を超えると人類の福利

｛人聞の豊かな暮らし）に甚大な影響が生

じます。臨界点がどこにあるかを正確に

判断することは難しいですが、生態系が

いったん新レい状態ヘ移行すると、これ

．・．・
私たちの生活

附図－2 臨界点
時間
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を以前の状態に戻すことは、不司能ではないとして宅、非常に困難になります｛出典：：宝物多

樺性条約事務局｝。

世界ではさまざまな生物多犠性の保全に関する取り組みが行われていますが、現在ち生物

多犠性の損失カ唱売いており、今後1ひ...，20年に取られる行動が重要と言われています。

このような奪えにより、生物多制空条約第10回締約国会議町COP10）では、 2020年まで

に生物多樹主の演失を止めるだめに湖東的かつ緊急な行動を実施することを短期目標としだ20
の個別目標都日目標吻喝錠されました｛饗知目標と目黒区との関係はP.74に示レます1

(4）生物多様性の4つの危機

生物多犠性は、現在世界的な危機に灘しています。日本では、生物多様性の危機の原因として、

次の4つがあげられています｛生物多徳性国家戦略2012田 2020より要約九

開発など人間活動による危機

人聞による開発や乱獲などの影響によるちのです。

経済性や妨率性を橿先レ足農地や水路の整備、淘JIIの
直線化、干潟や湿地などの埋め立て、観賞用・商業的

利用による乱獲などによって、いきものの生息・生育

環憶が減少・消失するなど、生物多機性に大きな影響

を与えています。

自然に苅する働きかけの縮小による危機

里山・里地の薪炭称や農用林などの里山林、草地

などの二次草原は、以前は生活に必要なものとレて

人の手が加えられ、その環境に特有の多犠ないきも

のを育んでさまレた。レかレ、薪炭赫などで、伐採

による萌穿更新、落ち葉かさなど、人聞が手を加え

なくなったことで擦携が褒わり、そこにすむいきも

の種類が大きく褒｛じじています。

人聞により持ち込まれたちのによる危纏

外来種など、人間！こよって他の地場から持ち込まれた

いきちのが、地属国有の生態系を大きく蜜えてしまってい a、．
ます。 、．． 止ー

まだ、人聞が近代的な生活を送るだめに使用されて ’、司圃B
いる殺虫剤などの｛じ学物質の使用も、標的とする生物以 ’ 〉 ー

外のいきちのにち影響を及ぼしているおそれがありま

す。いすれも、生物多犠性に多大な影響を与えている要

因のひとつとされています。

地球混壊の変化による危機

地球温暖化など地獄獲債の変化による生物多様性への

影響です。地獄温暖化による生物季節の褒化、気温上昇に

よる降水量の変｛じなどの気候恋動、それに伴う叢料の生産

適地や漁場の変化などの可能性があります。地球上の多く

のいきちのの絶滅のリスクが高まる司能性が高いと、予測

されています。
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附－6 目鳳区の属類リスト ｜
2013年12月現在

科 名 種 名 区分 チェッヲ 科 名 種 名 区分 チェック 科 名 種 名 区分 チェック

オシドlj 冬鳥 口 ハイタカ 冬鳥 口 ヒレンジャク 冬鳥 口
オナガガモ 冬蝿 口 方方タ力 冬曙 口 ミソサザイ ミソサザイ 稀 口

ムクドリ
ムク刊J 留鳥 口
コムクドリ 旅烏 口
マミジロ 旅烏 口

サシパ 旅層 口
ノスリ 冬曙 口
オオコノハズク 稀 口

ヒドljガモ 冬鳥 口
マガモ 冬庸 口

力 モ
力ルガモ 口留鳥

トラツグミ 冬鳥 口
クロツグミ 旅烏 口

フクロウ
フクロウ 稀 口
アオパズク 夏鳥 口

コガモ 冬蝿 口
ホシハジ口 冬鳥 口
キンクロハジロ 冬蝿 口 アカショウピン 稀 口 マミチヤジナイ 旅烏 口

カイツブリ カイツブリ 冬鳥 口
カワセミ

カワセミ 留鳥 口 シロハラ 冬鳥 口
アカハラ 冬蝿 口

ー
ツグミ 冬鳥 口

ー
ノゴマ 旅縄 口

アリスイ 稀 口

キツツキ
コゲラ 留鳥 口

ー
アカゲラ 稀 口

キジバ卜 留鳥 口
/¥ ト

アオバト 旅烏 口
ウ 力ワウ 宙蝿 口

ヒタキ
コルリ 旅鳥 口
ルリピタキ 冬縄 口

アオゲラ 留鳥 口
チョウゲンポウ 冬曙 口

ヨシゴイ 稀 口
ミゾゴイ 旅縄 口

ジョウピタキ 冬烏 口
イソヒヨドリ 留胸 口

ハヤブサ
コチョウゲンポウ 稀 口
チゴハヤブサ 稀 口

ゴイサギ 留鳥 口
ササゴイ 稀 口

サ ギ アマサギ 稀 口 ハヤブサ 冬烏 口 工ゾピタキ 旅烏 口
ア才サギ 圏縄 口 サンショウクイ サンショウクイ 旅曙 口 サメピタキ 旅胸 口
ダイサギ 留鳥 口 カササギヒタキ サンコウチョウ 旅烏 口 コサメピタキ 旅烏 口
チュウサギ 稀 口 チゴモズ 稀 口 キビタキ 旅縄 口
コサギ 留鳥 口 モ ズ モズ 留鳥 口 ムギマキ 迷届 口
クイナ 稀 口 アカモズ 稀 口 オオルリ 旅縄 口

クイナ ツルクイナ 迷烏 口 力ケス 旅局 口 スズメ スズメ 宙局 口
キセキレイ 留鳥 口
ハクセキレイ 留鳥 口

オナガ 留曙 口
カラス

ハシポソガラス 園高 口
オオパン 稀 口
ホトトギス 旅烏 口

カッコウ ツツドlj 旅鳳 口 ハシフトガラス 留曙 口 セキレイ セグロセキレイ 留鳥 口
力ッコウ 旅烏 口 キクイタダキ キクイタダキ 冬庵 口 ビンズイ 冬烏 口

ヨタ力 ヨタ力 稀 口 l コガラ 冬曙 口 タヒパリ 冬胞 口 1

ハリオアマツバ)I 旅烏 口
シジコウ力ラ

ヤマガラ 冬庸 口 アトリ 冬烏 口
アマツバメ アマツバメ 旅鳳 口 ヒガラ 冬曙 口 力ワラヒワ 留鳥 口

外来種

飼育

家禽

留鳥：
漂烏：
夏烏：
旅烏：
冬烏：
稀
家禽：

外来種
飼育：

チドリ

シ ギ

力モメ

タ 力

ヒメアマツバメ 宙局 口 シジュウ力ラ 留属 口 マヒワ 冬烏 口
コチドリ 棉 口 1 ヒパリ ヒパリ 旅曙 口 ペニヒワ 棉 口
ヤマシギ 旅烏 口 ショウドウツH) 旅属 口 ペニマシコ 稀 口
オオジシギ 棉 口 ツバメ ツバメ 夏曙 口 ウソ 各層 口
タシギ 稀 口 イワツバメ 旅庵 口 シメ 冬烏 口
キアシシギ 旅蝿 口 ヒヨドリ ヒヨドリ 留曙 口 アトリ コイカル 迷鳳 口
イソシギ 雷鳥 口 ウグイス ウグイス 冬庵 口 イ力ル 稀 口
Y~IリヒliYWr 稀 口 l 工ナガ 工ナガ 各層 口 ホオジロ 冬鳥 口
ユリカモメ 冬烏 口 メポソムシクイ 旅庵 口 力シラダ力 冬属 口
ウミネコ 冬周 口 ムシクイ 工ゾ＇b.シクイ 旅曙 口 ミヤマホオジロ 稀 口
セグロカモメ 冬烏 口 センダイムシクィ 旅属 口 ノジコ 稀 口
コアジサシ 夏周 口 メジロ メジロ 留曙 口 アオジ 冬鳥 口

クロジ 冬属 口
口 i

ヨシキリ
才才ヨシキリ 旅属 口
コヨシキリ 旅曙 口

アジサシ 稀 口
トピ 留周 口 岡

チュウヒ 稀 口 セッ力 セッ力 旅庸 口 口
ツミ 留鳥 口 レンジャク キレンジャク 冬曙 口 口

コジュケイ、コブハクチョウ、チョウショウパト、コザクラインコ、オオキポウシインコ、オキナインコ、セネガルホンセイインコ、

ワ力ケホンセイインコ、オ力メインコ、セキセイインコ、テンニンチョウ、ショウジョウコウ力ンチョウ、 コウ力ンチョウ、

ホウコウチョウ、ガピチョウ、ソウシチョウ、ブンチョウ、ズグロムクドリ、ハッカチョウ、ベニスズメ、ギンパラ、シコンチョウ、

ルリガシラセイキチョウ、キンランチョウ、キュウ力ンチョウ

ウズラ、キジ、コウライキジ、カササギ

キンケイ、アヒルガチョウ（シナガチョウ）、ニワトリ、ジュズ力ケパト、ドバト、力ナリア、ジュウシマツ

ある地域で一年中見られる鳥
日本圏内を季節によって移動する鳥。日本全体としてみれば留鳥ともいえる
警に南の地域から渡って来て繁殖し、軟には南の地域に渡去する烏
春秋の渡りの途中に見られるもの。 迷烏：本来の分布域から外れて渡来した烏
善から夏にかけて北の地減で繁殖し、秋に日本に渡来して越冬し、書には北に帰る鳥
目黒区で観察例が極めて少なく、冬鳥か旅烏かなどの区分けができないもの
ニワトリや力ナリアなど、昂種改良等で人為的に作られた種類が野外で見られたもの
外国産の野鳥で、愛玩用などとして輸入され、逃げだり放されるなどして野外で見られたもの
日本の野鳥だが、飼育されていたものが、逃げたり放されるなどレて野外で見られたもの
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附ー7生物名索引 ｜ シジュウ力ラ Parusminor 目4,7,16, 

18,23,24, 

目：目次ページ 表：表紙 1～4 26,32,38, 

分類 生物名 標準和名業・学名 ページ
40,44,53, 

56.65.80 

ジョウピタキ Phaenicurus auroreus 21.23.45 

アズマモグラ Magera irr.祖1izumii 目4.24.16. スズメ Passer man臼nus 7.16.18. 
38.39.60. 21,24,80 
80,82 セグロセキレイ Mo白ciliagrandis 60 

アブフコウモリ 円以strellusabramus 16,80 センダイムシクイ Phy.及活αコρuscoreα1atus 26 

イノシシ Susscrofa 10,72 ダイサギ Ardea a危沼 23,67 
E甫 イル力（類） 総称 表1,10,29, ダイシャクシギ Numenius arauata 表1
事L 72 チョウゲンポウ Falco tinnunculus 32,39,60 

類 シ力（ニホンジ力） Cervus niooon 10,72 ツグミ Turdus naumanni 表1,21,23

シロナガスクジラ Balaenootera muscL』rlus 表1,29 ツバメ Hirur:討rorus，秘78 表1,4,7,

タヌキ ホンドタヌキ（亜種） 目416,32, 16,18,24, 

Nycterちutesrocyonoides 39,80、82 26,29,32, 

vJVernnus 35,39,80 

ラッコ Enhydra lu剖s 表1,29 ツミ Aα語以，－tergu/an沿 60 

アオサギ Ardea cわ＇ere伺 23,32,80 トキ Niooonia niooon 表1,29

アオジ Ema訴zas日Xわ田'Ohala 23 ハイタカ Accil.コ1iternisus 60 

アオパズク Ninoxscu士viata 32,33,38, ハクセキレイ Moおciliaalt沼 21.32 

60.82 

イソシギ Actitis hYiι10/eucos 60.65.67 

ウグイス Cei社iadiohαJe 4,7,18,19, 

ハシフトガラス Corvus macrorhmchos 23.24.80 

ハシポソガフス Corvus corone 24 

ハヤブサ Falco oeregrinus 67 
23,38,39, 

ヒヨドリ HYt:.説田1tesamauroi也 目4,16,21,
66.80.82 

工ゾピタキ ML疋副caoagn沿e沿：ticta 29 

オオタ力 Accioiter田 ntilis 目4,16,32,

23, 24,45, 

66,80 

ホシハジロ Aythyaた1rina 23 
39,58,60, 

ホトトギス Cuculus oolia.由 'Ohalus 11.72 
67,80,82 

オオハクチョウ C狸担usa;涯担us 表1.29

オオパン Fu／~回 atra 67 

オオルリ Cyanootila cyana汀1elana 26,29 

オ力メインコ 地moh臥JS加 1/landicus 19 

マガモ Anasρ1/atyrhynchos 59 

マミチャジナイ T urdus obscurus 29 

ミゾゴイ Gorsachius go忌昭i 60 

ムクドリ S以対b田 ＇a.rcineracα弐JS 16,21,23, 

24,45,80 

オナガ Cyanaρ1ica cyanus 16,18,23, メジロ Zosteroos jaoon抱JS 4,21,23, 

24.32.45. 24.80 
56.66.80 メボソムシクイ 丹ポb支店X』S泊 nサロ方四S 26 

カイツブリ Tachybaotus ru官colh忌 23.39.60 モズ Lanius加国'Ohalus 目4.11.16.
力ルガモ Anas zonorhyncha 24,38,80 

鳥 力ワウ PhalacrocorヨX伺 rL沼 32. 

21.23.38. 

60,82 

類 カワセミ A／，フ氏プoatthis 16.23.32. ヤブサメ υrosohena sauameiceos 19,82 
39.60.67. ヤマガフ Po町 ilevarius 目4,16,21

72.80.82 39.60 

力ワラヒワ 。'J/o,由 sinica 16,21,24 ユリカモメ Larus r材bundus 表1.18.29.

キジ Phasianus colchicus 10,11 32.65.67 

キジパト Streotooeh抱 orien祖1/is 16,24,21, ワ力ケホンセイイン (71¥ンセイインコ亜種） 18.24.80 
26,80 コ Psittacula krameri 

キセキレイ Motacilhョcinerea 38,59 mam胎nsis
キビタキ 月七7凶 ulanarc1.国ina 表1,23,29, アオウミガメ Chelonia mydas 表1,29

30,31,32, アオダイショウ Baohe climacoohαa 目4,11,39,

33,34,39 60,80 

キンクロハジロ AythyaえJ/igυh 23,39 カナヘビ ニホンカナヘビ 38,60,80 

コアジサシ Stemaalbf.斤・ans 39,60 Takydromus 
コゲフ Dendroα'JOOSkizuki 目4,16,18, 祖出iydr.αno対es

23.24.38. クサガメ αJinemys r田 V田 ii 80 

56.72.80 

コサギ 信 rettagarzet臼 16.23.39. 
腿虫 卜力ゲ ニホント力ゲ 16.18.32. 

類 Pies＜故xわnjao.αJicus 38.47.60. 
67,80 63,80,82 

コサメピタキ Musc1，国 ρadauurica 29 ハナガメ α3ヨd包sわ＇ensis 19 

コジュケイ Eョmbusic刀1/athorac化沼 11 ヒパ力リ Amohiesma vibakari 19,60 

コチドリ Chara diずusdubius 67 ミシシッピーア力ミ ｛アカミミガメ霊護） 18 

コマドリ Luseわ忽 akahige 19 ミガメ Trachemys scriota 

サンコウチョウ Terosiohone a討。cauda祖 29,58 e/egans 

ヤマカガシ 時 Jab由 'Oh陰極rinus 11 
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ヤモリ ニホンヤモリ 7.18. 32. キチョウ キタキチョウ 目-4132.3~

Gekko jat:JOnicus 38,39,60, Eurema mandarina 45,66,67, 

80,82 80 

アマガエル ニホンアマガエル 7,16,38, クスオピホソガ Gib加 1valva 19 

Hy/a jat:JOnica 39.57.60. auadrifascia；註王

両生 80.82 

類 ヒキガエル アズマヒキガエル（亜種） 7.18.32. 

クロアゲハ Pa訓骨bρ1rotenor 26.38.45. 

66.80 

Bufojat:JOn除』sfαmos us 38,58,60, ゴマダラチョウ Hestina J砿幻nκ沼 45,62.66, 

65,80,82 67 

アユ 月ecog/o田 usaltive.ゐ 4,15,30, コミスジ N叩首S盟 Ot:JhO 66 

altivelis 31.32.33. クロマダフソテツシ Chilades oandava 19 

39.67.80 ジミ
ウナギ Anguillajaα'Jnica 32.67 サトキマダラヒ力ゲ Neooe goschkevitschii 67 

ギンブナ Carass1，υs auratus 11 ジャコウアゲハ Bya：阻 a/ch同 JUS 66 
langsc蜘 fii

クチボソ モツゴ 62 毘虫
セミヤドリガ Eoir:Jomt:JOnia nawai 19 

ダイミョウセセリ Daimio tethys 23 
Pseudorasbora oarva 

魚 クロダイ Acanthot:.沼grussch/egelii 10.72 

類 コイ Cyorinus但 mio オ0.11 

ナマズ Silurus asott」S 11 

ヌマチチブ 7子プden政界1rbrevist:Jinis 67 

チ ツパメシジミ Everesargt.詮des 45 
ヨ

ツマキチョウ Anthα出arissαコ/ymusウ 38.45.67 ． ツマグロヒョウモン Argyreus hYiι恕rb1，υs 39.45 
ガ ナガサキアゲハ Paρi骨bmemnα7 18』23.39.
塑

45.66.73 
ピリンゴ Gymr羽田b.us castaneus 67 ナミアゲハ Paoilio xuthus 39.45.65, 
ボフ Mugil田凶a/us 15.80 （アゲハ） 66,80 

マルタ 7子ib.コ•lodon 抱czanowskii 67 ヒメツパメアオシャ Maxatesρ1rotrusa 19 
メダ力 Qryzias la；討。缶 7.16.38. ク

62.63.80 ベニシジミ Ly.国間aoh/a，回 S 38.45 
ヨシノボリ 仰向'nogobtυssρノ 63 ホソオチョウ ε"iericinus montela 19 
アメリ力ザリガニ Procambarus clarkii 11 ムフサキシジミ Na.国 1thura鼠t:JOnica 目4

オカダンゴムシ Armadillidium vu/gare 16.80 ミズイロオナガシジ An首igiusati討ilia 58 

クロベンケイガ二 Chiromant.田 dehaani 67 

殻類甲
サワガニ G民コ的•ehょが1usa dehaani 目4.

スジ工ピ Palaemon回 ucider活 67 

～ 『『

ムフサキツパメ Narathura bazalus 38.67,82 

モンキチョウ Coli.注serate 80 

テナガエピ Macrobrachium 60.63.67 モンシロチョウ Pie.討s偵，rtoge，凶 ra.回 e 66.80 

nir:Jt:JOnense ヤマトシジミ Zizeeria maha 10.45.66 

モクズガ二 E出 d可e/rjat:JOnicus 67,80 ルリタテハ Kaniska canace 45 

アオオピハ工トリ S世ヲrvittatus 16 アオオサムシ Ohαnooterus insulicola 目4.19

ハナグモ ん骨sumeno.ι'IS 16 ア力ガネサルハムシ Acrothinium 19 
triCUS{J/1油 tus 1gascわkevitchii

イオウイロハシリグ ιbわm氏危Ssul;ueus 16 ウスパ力ミキリ Megoois sinica sinica 60 

モ ウパタマムシ Chalcoohora jat:JOnica 19,60 
キシノウ工トタテグ La touch必 ty,ρiica 38,60,82 カナブン Rhom加 1rrhわ1ajat:J0n同 45,62,80 
モ

ク キハダ力二グモ IBa笛 anianadee.沿 rata 16 
モ

コアシダ力グモ Heteroo吋 aforcir:Jata 類 60 

カナブン類

力ブトムシ T f"Yt:JOXYlus dichotomus 目4.11.32.

38.39.40. 
コガネグモ Argio,田町四na 60 62.80,82 

サツマノミダマシ Ne田 cα1ascyllo.対田 16 オオクロコガネ Holoi剖ch抱回rallela 19 

ジョロウグモ Ne.ρhi/a clavata 16パ8.39. キポシ力ミキリ F也 αコtheahi.白血 80 
80 

ナガコガネグモ Argio，ιiebバ.1ennichi 16 
昆

クロホシクチキムシ P田 udocistelahaa.副 19 

虫 ゲンゴロウ類 コシマゲンゴロウ 11.30,31. 
ヤサガタアシナガグ Tetragnaせ1amaxillc洛a 16 

モ

アオスジアゲハ G阻凶ium詔 ro.ぽ'ion 18.38.45. 

甲虫 十かda首cusgramm臥.JS 38.82 

ハイイロゲンゴロウ類 εトetessticticus 
66.67.80 コアトワアオゴミム Chlaenius hamifer 19.60 

ア力シジミ 、Jat:JOnicalutea 39、82 シ

毘虫 アカボシゴマダフ Hestina assim1，ゐ 18.23.45. 

66 
チ アサギマダラ Parantica sita 表1.29.67
ヨ

イチモンジセセリ Parnara gutta抱ウ 66 

コクワガタ I Darcus r田包.JS 目4.11.18.

（クワガタ類） 32.39.45 

57,62,80 

ゴマダフ力ミキリ Ano，ρわρ1horama/askヨC沼 11 

ガ ウフギンシジミ Curetisacu祖 45,67 コルリアトキリゴミ Lebt.包 virides 19 
類 ウフナミシジミ Lamρ U回 以 沼 化us 45.67 ムシ

オオミズアオ Actias arter.時 60 シロコブゾウムシ ε'oisomus turritus 19 

力ラスアゲハ 向。iiliodehaanii 67 シロスジ力ミキリ IBat＜α班 ・a!in回 h祖 11 

キアゲハ Pa.ρiilio machaon 45,80 シロテンハナムグリ Pro臼etiaorientalis 45 

センチコガネ Geotru,ρeslae略的注tus 目4
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タマムシ ヤマトタマムシ（亜種） 目4.11.19. ツクックボウシ Meimuna o回 1/ife.悶 80 

αJrysochroa fu/gidh割 ma32,39,60, トガリヨコバイ Ooratulina oroduci泊 19 

fu/gidissima 82 ドロパチ（類） 総称 47 

トウキョウヒメハン （亜種）Cicindela kalet.羽 38,82 ニイニイゼミ Pia；ぴoleurakaemoferi 目4,80

ミョウ yec:プoensis ニホンミツバチ Aois偲陪najaoonica 39,80,82 

トラフ力ミキリ )(y/otri政－：；huschinensis 19.60 ハキリパチ（類） 総称 47 

ドウガネブイブイ Anomala cuρirea 11.19 ヒグラシ Tannajaoα1ensis 11,39,60, 

毘 ナナホシテントウ C0<ぉ~inella 80 （カナカナゼミ） 80 

虫 se,ρte斤7ρυnctata フタモンホシ力メム 内rrhocorissib,桝cus 19 

甲虫 ノコギリクワガタ Prosoooαメ；／usinclinatus 11,60 

ノハフポタル 内rooygaso. 19 
類

ヒゲコメツキ Pectocera fortunei 11 

シ
ミンミンゼミ Oncotym回 na 23,24,田

maculat1iヒ刀llis
ヒラタクワガタ ιbrcus titanus 19. キセルガイ ナミギセル 目4

ヘイケポタル 上回'iolala回ョ＇！is 16.39.80 Phaedusa jaoonh回
ペ二パハナ力ミキリ Paranasρ忽 anas.ρ1idoides19 

ミヤマ力ミキリ Mass.必usraddei 11 

ユミアシゴミムシダ Promethis va/gioes 19 

マシ
ラミー力ミキリ Paragleneaわ1rtunei 19 

イナゴモドキ M氏χ"JStethusalli＜.ョceus 19 

そ ナミコム力7 ト-Ian盟 niellaca回国r阻 目4
の
他 ミスジマイマイ Euhadr.富田•liomof羽＇la 80 

の ムネトゲツチ力二ム Tyrannochthonius 目4

動物 シ 1aoi.コntcus
（ミミズ類） 総称 目4.16

ヤマトシジミ（貝） Corbicula jaoanica 10.11 
ウスイロササキリ Cano倍。ha/us出 ir官官is 19 アカマツ 円nusdens.げ・1ara 目4

ウマオイ類 ハタケノウマオイ 39 イイギリ 同'eSiaoo/ycaroa 45 

Hexacentrus un必oわr イチジク Reus caは~ 11,45 

ハヤシノウマオイ イチョウ Ginkgo biloba 17.19.62. 

Hexacentrus jaoonkコus 80 

オンブバッタ Atractomoroha lata 目4,18,19, イヌツゲ llexcrer冶・ta 45 

毘虫
38,80 

クツワムシ Meco1X対aniooonens.話 11 

イロハモミジ Aceroahπ沼＇tum 80 

ウメ Prunusmume 19,45,80 

H （ガチャガチャ） ウメモドキ /lexserra白 45 
ツ コパネイナゴ OXYayezo開 S信 16.57 
タ

ショウリョウバッタ Acrida cineri飽類 38,80 

（キチキチバッタ）

ショウリョウバッタ ＆コn怠tab台。わr 60 

モドキ

スズムシ Homoe<コigryllusB民約icus11 

ツチイナゴ Patane,沼鼠oon回 19 

トノサマパッタ Locus；也 m包ratoria 38.58.63 

ヒゲシロスズ F可teronemob~υs 19 

flav1αantenna/is 
アオモンイトトンボ lschnura senegaた約sis 19 

アキア力ネ Symoetrum freouens 16,80 

ウスパキトンボ Pan抱ゐ flave皮克~s 表1,29

オ二ヤンマ Anot0;田 1stersieboldi語 16.30.32. 

39.60.80 

毘虫 キイトトンボ 白地1grionmelanurum 38.60.82 

ギンヤンマ Anax oarthenooe 39,80 
ト シオ力ラトンボ 0吋 Jetruma/bi~ョrty/um 18.32.65. 
ポン 80 
類 ハグロトンボ Calooteryx a甘ata 11 

（オハグロトンボ）

工ノキ Cei杖陰sinens.陰 45,67 

力キノキ Die渇pyroskaki 45 

力シ類 アカガシ Quercusacut;ョ 57.67.82 

（例示） →シラ力シ ヲラ1JV Quercus g/auca 

ガマズミ Viburnum di/at;ョtum 45 

キンモクセイ モクセイの変種 80 

OsmanぜJUSfr.理 rar市sva.仁

aurantiacus 

クサギ αereαプendrum 45 

trichotomum 

クスノキ Gin nan幻 ，mum伺 mohora45,58,67 

植物 クヌギ Quercus acuth四 ：ima 15,57,58, 

樹木類

59,80,82 

クロガネモチ /lex rotund.ョ 45 

ケヤキ Zelkova serra抱 17.58. 63. 

66.80.82 

コクサギ O討粗jaoonica 67 

コナラ Quercus serrat;ヨ 15,58,80 

サクフ 園芸昂種を含むサクフ類 6,7,17,23, 

さくら 37,43,48, 

50.59.62 
ヒメアカネ Symt:,沼trumι沼rvulum 19、21 シイノキ スダジイ 17.59 
ホソミオツネントン Inda性型stesoeregrinus 60 

ボ

モノサシトンボ Cooera annulata 38,60 

シイ Castanoos，おs抱ootdii

シフカシ Quercus myr.sinaefolia 目4.11.45.

59,63 

アブフゼミ Gra.ρto，ρ担 ltria 23,24,80 シロダモ ／、氏コlitse.asericea 目4
nigrofusca白 シキミ Wciumam国 tum 目4

そ アヤトピムシ 目4 ズミ Ma/us t町 ir習0 45 

の 工ドクロツヤチピ力 Sejanus komabanus 19 
他 スミ力メ
の

オオカマキリ Tenαプeraaridi；わゐ昆 38.39.80 

ソメイヨシノ 園芸品種 7.19.80 

Pru nus×yedoens.治

ツルウメモドキ Celastrus orが'culatus 45 
虫 カネタタキ Ornebιβkanetataki 18 
失買

力マドウマ Oiestrammer】aaρk沼！is 26 

トウカエデ Acer buergen浸num 17 

ニシキギ Euonymus alatus 45 

ケフ Grylloi凶回 fossor 16 ネズミモチ し区ustrumjaoonicum 45 

シママルトピムシ F可tenothrixdenticu/at;ョ 目4 ネムノキ Albizia ju/ib,持活'n 45 
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ハギ ミヤギノハギ 6.16.18. 

Lespedeza thunbt.ヲぽii 45,67,80 

ハナミズキ アメリ力ヤマボウシ 17 

Bentham11ヒ抱 florida

ヒサ力キ Eurya jaoonica 45 

ヒマラヤスギ Cedi紅Jsdec羽a回 17 

ブドウ 栽培品種 20.39.50. 

63. 

フジ 凶ゐtert.詮floribunda 45 

プラタナス 総称 63 

植物 ホオノキ M昭 noliaobovai匂 36 

樹木塑

ヤマザクラ Prunus jamasakura 45 

マサキ Euonymus jaoon臥JS 45 

マユミ Euonymus s必•bo.'dianus 45 

マンリョウ Ardit.抱 crenatcヨ 45 

ミカン類 総称 45 

ミズキ Cornus controven沼 29.45 

ムクノキ Aρ•hananthe as広沼周 26.45.82 

ムラサキシキブ Callicarr;泡 ja以'Jnica 45 

モチノキ /lex integra 45 

モッコク Temstroemia 45 

1gymnanぜ1era

モミジパフウ Liauidambar styraciflua 17 

ヤブコウジ Ardi陰iajaoonica 45 

アイアシ Phacelurus latifolius 67 

アブノメ Dopa甘iumjunα~m 21.60 

ウフシマソウ An回 emaurashima 26 

エノコログサ Setaria vin回忌 目4.63

オオハンゴンソウ Rudi.仇ョσ1<i.匂ゐcin忽ta 45 

オオフサモ Myrioohyllum aaua＜世cum 45 

オモダカ Sagiti回1ria廿ifolia 16 

カタバミ Oxalis comiculata 45 

ガマ froha la甘folia 39.63 

力フスウリ ηプchosanぴies 16.38.80 

cucumeroid田

力ワヂシャ レ包•ron1i国 undulata 57,60,63 

力ンガレイ Scirous廿抱r涯ulatus 38 

力ントウタンポポ Taraxacum p治1tycaroum 18.19,35, 

39,58,80 

キジヨフン Marsden忽 to，斤沼>nto田 67 

キツネノ力ミソリ Lycoris sanguinea 目4

植物 ギンラン Ce，ρ•halanthera enぉta 39,60,82 

草本
クズ Puerari＜.ョわ•ba臼 67 

ケキツネノボタン Ranuncu.us canton厄nsis16 ． 
サツマイモ 疏菜、昂種他 7.49.72 

ダシ シオクグ Car ex g泡 bn汗oliaSteud 67 

類 ジュウニヒト工 Ajuga niooonensis 58 

シロツメクサ Trifolium reoens 45 

シロパナタンポポ Ti.ョraxacumalbidum 19,63 

スイカズフ Lon鳩 raja日Jnh回 16 

スイバ Rumexaceto田 45 

セキショウ Acorus gramineus 16 

スギナ（ツクシ） ツクシはスギナの胞子茎 7.18.80 

Eau怠etumarvense 

ススキ Miscanthus sinensis 18.58.80 

セリ Oenanthe javanica 16,57 

セリパヒ工ンソウ Delohinium 19 

anthriscifolium 

ソフマメ ¥l?cia危卸 45 

タシロラン Eoh以翠iumra田 um 19.82 

タチツボスミレ レ1olagryραョeras 18パ9.38.

39.59.62 

チガヤ lmoera祖 cy/indrica 39,58 

ツユクサ Commeli. ・a communis 4,80 

植物

草本
． 
ダ塑シ

キ
ノ
コ

ドクダミ Houttuynkョcordata 80 

ネジバナ Soiranthes sわensis 80 

ハナダイコン Orycho，ρihragmus 26.45.67 

v10/aceus 

ヒガンバナ Lyco1市 radi陰極 80 

ヒメウズ Semiaaui/egia adoxo，討宙 19 

フジウツギ Buddle.鼠 jao.α1ica 45 

ファリンドウ Gentiana zollingeri 59 

ホウチャクソウ Disιり1rumse1.虫sile 58 

ホタルブクロ Camoanula ounctata 38.59,80 

ボタンウキクサ 月st.忽 stratiotes 45 

（ウォーターレタス）

ホンモンジスゲ Carexoisift.αmis 60 

マコモ Z包・an包 h討foh鼠 11 

マヤラン Gym同diumnloo.α1icum 39.82 

マルパスミレ ¥1701泊 kf.お・ke: 19 

ミクリ Soarganium erectum 39,82 

ミゾソパ Po/ygonum thun出 rgii 16 

ムラサキケマン Cor同ralisinch田 26 

ヤブカンゾウ Heme尺χ沼Iii.与えJ／＼，匂 38 

ヨモギ Artemisia orince1田 80 

ラン類（例示） シュンラン 39.82 

→タシロラン Gym凶diumgoerir習 ii

→ギンラン マヤラン
Gym凶diummacro.汁百七zα1

ワニグチソウ Pob〆-gonatum 26 

わvo.ucratum

ウグイスタケ Ru国 ulacyanoxantha 19 

（力ワリハツ）

オニタケ εchinαプermaasι忠則m 目4

オ二フスペ Calvatia nlooonica 目4,39,82

クモタケ Nomuraea atyo1iヒ"!Ola 目4

コフキサルノコシ力 Ganαプermaaρρ1/anayum 目4

ケ

サルノコシ力ケ類 総称 80 

ツチグリ Astraeus hygrometricus 目4.60

ツルタケ Amanita vaginata 目4

アングタケ Amanita ι沼ntherina 19 

トキイロヒフタケ 月eurotusdj.注mor 19 

ホウネンタケ Abundis広幻1rus ρυ•bt.ヲ•rtatis 19 

ミヤマシメジ 的改oousnigri白 19 

付属資料4、6の種は全部を掲載していません

表示のページ以外にち掲載されている揚合があります

附－8未来のすがた園（P.32）に描かれている動物 ｜

鳥 キビタキ、オオタ力、ツパメ、アオパズク、チョウ

ゲンポウ、カワセミ、オナガ、シジュウ力ラ、ユリ

カモメ、アオサギ、力ワウ、ハクセキレイなど

魚 ウナギ、アユ

動物ヤモリ、トカゲ、ヒキガエル、タヌキ等

昆虫 タマムシ、ミツバチ（費蜂）、クワガタ類、力ブトム

シ、シオカラトンボ、オニヤンマ、キチョウ、パッ

タ類等
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附－9用薗脱明 ｜

あ行

愛知目標 (2,3.70.71.7 4.85) 

2010（平成22）年に愛知県名古屋市で開催された、

いきもの発見隊 (48.50,53,62.78) 

区の事業。イベント型住民参加調査。親子などの参

加者が身近ないきものを探して記録し、自然の太切さ

や、街に自然を呼び戻す工夫を考える。目黒川の魚介

類はこの調査により経年蛮化をとらえている

生物多樺性条約第 10回締結国会議 CCOP10）におい 入会 いりあい (54) 

て採択された、生物多様性に関する新だな世界目標と 特定地域の住民が草・薪炭材などを採取するために

なる「戦略計画2011-2020J。2050年までに「自然

と共生する世界」の実現を目指レ、 2020年までに生

一定の範囲の森林・草地などを共同利用・管理すること

物多様性の損失を止めるための刻果的かつ緊急の行動 インタープリター (54) 

を実施するため、 5つの戦略目標のもと、 2015年あ 自然観察、自然体験などの活動を通して、自然を保

るいは2020年を目標年とする、具体的な数値目標を 護するI~＼を育て、自然にやさレい生活の実践を促すた

盛り込んだ計20の個別目標が掲げられている め、自然が発する様々な言葉を人聞の言葉に翻訳レて

いきもの →P.1 

いきもの池・原つぱクラブ (78) 

中目黒公園を活動の拠点とレ、ピオトープ池や原つ

ぱの保全活動を行っている公園活動登録団体

いきもの気象台・いきもの気象台観察ノート

(49.51.54) 

区の事業。いきもの情報の募集・発信を行う。自然

環境の変化を区民参加調査や専門調査、文献等で調べ、

集計結果を『いきもの住民台帳』『いきもの気象台観察

ノート』など『めぐろグリーンデータブック』として

まとめ、区立図書館や区のホームページなどで公開し

ている。いきもの調査の参加者は、「自然通信員」とレ

て登録している

いきもの住民会議 (37,54,71) 

区の事業。自然通信員、公園活動登録団体等の研修

や情報交換、交流の揚とレて公園や大学等の施設で開

催。地域のいきもの（→いきちの住民台帳）ち参加すると

いう意味からこの名

いきもの住民台帳 (18,43) 

区で観察されだ動植物の目録（インベントリー）。環境

学習での利用を考慮し、この名称。区実施の自然環境

調査・緑の実態調査や、他の機闘が実施する調査（環境ア

セスメント調査、企業のCSR活動による調査、大学等

が実施する調査）等の専門調査のほか、区民参加型調査

（→区民による身近な生物調査）結果等を一元的にパソ

コンに集約し、公表している。 1984（昭和59）年に「目

黒区産動植物目録」が発行され、現在は、 2010（平成

22）年暫定版。生物多様性確保のための基礎的な資料と

レている
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伝える人をいう。一般的には自然物だけでなく、地域

の文化や歴史などを含めた対象の背後に潜む意味や関

係性を読み解き、伝える活動を行う人を総称していう

ウグイスの初音 はつね (7, 1 9,23,28) 

春になって初めてウグイスがさえすること

工コ園芸 →P.51 

工コスクール (21.44.51) 

環境を考慮した学校施設（めぐろ学校教育プラン）

工コスタック (43.4 7.57,62) 

落ち葉や枯れ枝、石等を林床に置き、小動物の越冬

や隠れ場所などの多孔質空間により小動物のすみかを

つくること。バイオスタックち同様の用語

工コトーン (16.47) 

樹林と草地の境界や陸域と水域の境界（水際）等、環境

が異なる部分の移行帯。それぞれの環境や両方の環境

を~要とするいきものが集中する部分で、生物多様性

を確保する上で重要な環境である

工コラベル (52.70) 

環境ラベルとも言われる。環境ラベルは製自の環境

側面に関する情報を提供するものであり、 1）「工コマ

ーク」など第三者が一定の基準に基づいて環境保全に

資する製品を認定するもの、 2）事業者が自らの製自の

環境情報を自己主張するちの、 3）ライフサイクルアセ

スメントを基礎に製品の環境情報を定量的に表示する

もの等がある（環境白書）

エコロジ力ルネットワーク

(28.35,54,55,56,57.65,69）→P.55 



エコロジ力ルネットワークの構成要素 (55) 

「めぐろの森（中核地区）」、「まちの樹林（拠点地区）」、

「いきものの道（回廊地区）」、「いきものの庭（緩衝地

区）」。（）内は、都市緑地法運用指針（2012（平成24)

年度国土交通省資料）による

江戸の名所 (53) 

「名所江戸百景（歌川広重）」には、目黒千代池、新富士、

元不二、爺々が茶屋、太鼓（たいこ）橋、夕日の岡など、

「江戸名所図会Jには、夕日間・行人坂、富士見茶屋、

太鼓橋、目黒飴、大鳥明神社、窟（いわや）弁天、蝿龍（ば

んりゅう）寺、蛸（たこ）薬師などが紹介されている

落ち葉ンク おちばんく (43.46.62,63) 

区の事業。造語。公園や小学校、保容樹林等に設置

レている落ち葉だめ。落ち葉を預けて土（腐葉土）を引き

出すの意。「落ち葉をごみにしない」という考え方で、

1999（平成11）年の「20世紀の生きものたち記録委員

会J（区自然環境基礎調査で設置）で示された。学習活動

とレて落ち葉等を腐葉土にするための切り返し作業を

キンケイギク、オオハンゴンソウ（植物）、ソウシチョウ

（高類）、力ミツキガメ（腿虫類）、ウシガエル（両生類）、

力ダヤシ、オオクチパス（ブラックパス）、ブルーギル（魚

類）の計8種（2009（平成21）年3月までの記録）

外来生物の取り扱い (51) 

外来生物被害予防三原則として、私たち一人一人の

とるべき姿勢を表レた環境省が作成したスローガン。

魚類や晴乳類などの動物ばかりではなく、昆虫や植物

なども苅象である

1 .入れない ～悪影響を及ぼすかもしれない外来生

物をむやみに日本に入れない

2.捨てない ～闘っている外来生物を野外に捨てな

い
3.拡げない ～野外にすでにいる外来生物は他地域

に拡げない

崖線 がいせん (8,33,56,57,58,59,64) 

酒川や海の浸食作用でできた崖地の連なりのこと

行う中で、ミミズやダンゴムシ、力ブトムシの幼虫と 環境と開発に関する国際連合会議（地球サミット） (3) 

いった、土をつくるいきちのたちとの出会いがある。

できた腐葉土は、桔壇や畑などで利用

か行

階層構造 (38,39.46) 

森林は様々な高さの植物が集まって成立レており、

その垂直的な配列をいう。高木層、 E高木層、値木層、

草本層、コケ層が代表的な階層

外来生物・外来種 特定外来生物

( 18,2345,46,51,7 4,79 ,83,84,85,86) 

人聞によって、本来見られる地域外に持ち込まれた

いきもの。荷物への柑蓄や、靴底について種が運ばれ

るなど意図的でないものもある。海外起源の外来種（圏

外外来種）ばかりでなく、日本の他の地域から持ち込ま

れたものを国内外来種という。外来種の中でも、在来

種の絶滅につながるおそれがあるなど、生態系や人間

の生活に太きな影響を及ぼすようなものを、侵略的外

来種という。。

海外起源の外来種であって、生態系、人の生命・身

体、農林水産業ヘ被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそ

れがあるものの中から外来生物法（特定外来生物による

生態系等に係る被害の防止に関する法律）で指定されて

いるものを「特定外来生物」という。生きているちのに

限られ、個体だけではなく、卵、種子、器官なども含

まれる。区内で記録されている特定外来生物は、オオ

国連環境開発会議。 1972（昭和47）年6用にストッ

クホルムで開催されだ国連人間環境会議の 20周年を

機に、 1992（平成4）年6月にブラジルのリオ・デ・ジ

ャネイロで開催されだ首脳レベルでの国際会議。地球

サミットともいう

環境ナビゲーター（環境推進員） (53,54) 

区の事業。地域や家庭から積極的に環境活動を進め

ていくことのできる人材を育成する講座の修了者。講

座は講義に加え、散策やワークショップの実施など、

実践面にも重点を置いた内容となっている。企画・運

営などに携わる機会があり、環境に関するさまざまな

講座の案内や情報が提供される

甘藷祭 かんレょまつり (7) 

サツマイモの普及に努め、栽培奨励を幕府の政策に

乗せた甘藷先生として有名な青木毘陽（1698～

1769（元禄 11～明和6）年）の遺徳をしのんで倒年 10

用 28日に目黒不動瀧泉寺で開催されている。寺の裏

手に墓がある（区HP)

気候蛮動枠組条約 (3) 

92 

地球温暖化対策に関する取り組みを国際的に協調レ

て行っていくために 1992（平成 4）年に採択され、

1994（平成6）年に発刻した。気候系に苅して危険な人

為的影響を及ぼすこととならない水準において、大気

中の温室刻果ガス濃度を安定化することをその究極的



な目的とレ、締約固に温室刻果ガスの排出・吸収目録

の作成、地球温暖化苅策のための国家計画の策定とそ

の実施等の各種の義務を課レている（環境白書）

キッチンガーデン (20,62) 

菜園。野菜やハーブ、果樹など食べられる植物を主

体に育てる桔壇。エディブル・ガーデンともいう

旧前田家本邸 (6,50) 

旧加賀百万石前田家の第 16代当主前田利為（とレな

り）の本邸とレて 1929（昭和4）年に欧州建築の粋を集

めて建築された建物など。間揚公園。 2013（平成25)

年度に、国の重要文化財に指定された

吸蜜植物 きゅうみっしょくぶつ

(20.39.44.62.65,82) 

チョウや野島などが蜜を吸うだめに訪れる植物

区民による身近な生物調査 (4, 18, 19,38,52) 

区の事業。区民参加による身近な自然調査。自己調

査型には、ウグイス初音調査、シジュウ力ラ巣箱モニ

タ一、身近ないきもの（指標種）調査等があり、イベント

型には、駒場野自然クラブ、いきもの発見隊、小学校

ピオトープ調査等がある

グリーンクラブ (20.25.37.49.65) 

区の事業。区が提供した宿苗等を住民が公園や道路

等の一部に設けた桔壇に植え伺け、維持管理を行う住

民ボランティア団体

ケルネル田んぼ (47,57,62) 

駒場農学校時代の試験田で、駒場野公園に残されて

いる田んぼ。 1881（明治 14）年ドイツ人ケルネルが、

駒場農学校の教師としてドイツより着任以来、後身の

東京農林学校、東京帝国太学農科大学を通じて帰国す

るまで、近代日本における農学の基礎づくりに大きな

影響を与え、とくに水田土壌の研究とイネ作肥料の研

究に多くの業績を残した。農学校での近代農業の普及

ィア活動団体。「住民参加による公園活性化のだめの要

綱」（2001（平成 13）年2用要綱制定）により区が登録

し、区は一定の支援を行う

こども動物広揚 (49,70) 

区の事業。碑文谷公園にあり、日頃は動物と接する

機会の少ない都会のこどもたちが、ポ二ーや小動物に

ふれあうことのできる施設

駒場野自然クラブ ( 1 6.20.25.48.49.50) 

区の事業。駒場野公園を活動の拠点とし、自然、雑

木林を守る活動を区民参加型で行う。 1986（昭和 61)

年から実施

駒場野ホタルの会 (78) 

駒場野公園を活動の拠点とし、水辺環境の改善、雑

木林の管理等を行っている公園活動登録団体（区HP)

こまぱリサイクルの会 (20) 

駒場野公園を活動の拠点とし、生ごみ堆肥づくりや

公圏内の土壌改良、キッチンガーデンの管理等を行っ

ている公園活動登録団体

さ行

さーくる・ガーデン・クラブ（C・G・C) (51,77) 

中目黒公園を拠点に芯壇管理や講習会などのイベン

トを行っている公園活動登録団体。種から桔を育て、

枯れだ苗や枝葉を土に戻す循環型の園芸（→P.51）を

実践している

在来種 ざいらいしゅ

(20,23,33,43,44,46,59,63,65,68,83) 

ある地域に生息・生育レている自然分布の動植物の

種。車種等も含む。区では、 1982～1985年に行っ

た植生調査（目黒区産動植物目録：1984（昭和59）年：目

黒区）で、自生とされだものを設定

には、群馬県前橋市富士見町出身の篤農家船津伝次平 さえずり (30.49) 

も太きく貢献レている

原体験 (33,36,50,62.73) 

記憶の底にいつまでも残る幼い頃の体験で、大人に

なってからも影響を与え続けると言われている体験

公園活動登録団体 (20.25.42.53,54,58,61) 

公園の清掃・高壇管理等の維持管理活動や、地域住

民を対象とレたイベント企画運営活動を行うポランテ
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馬類で、主にオスが繁殖期に出す美しい声のことで、

種によって異なる。さえすりの意昧とレて、ひとつに

はメスへの求愛、また、自分の荏在を他のオスに知ら

せる「なわばり宣言」が挙げられる（日本野阜の会HP)

坂道ウォーキング (50) 

区の事業。坂の多い地形を利用レ、文化や観光だけ

でなく、健康づくりを提案し疋もの。 33箇所の坂を網

羅レたウォーキングマップが販売されている



サクラ基金 (43) 

区の事業。区が管理する桜を守るため区民や事業者

から寄柑を募り、桜の保護・植替え・植栽等を行うため

の基金。 2014（平成26）年創設

里山・里地 さとやまさとち

( 15.20.25.33,37.40.48.50,57.58,62.71.78.84.85) 

人里近くにあって人々の生活と結びついた山・森林

（雑木林等）・里。「里山イニシアチブ」は、 COP10を機

（健康めぐろ21）。食育基本法第 3条では、食育の推

進に当たっては、国民の食生活が、自然の思恵の上に

成り立っており、また、食に関わる人々の様々な活動

に支えられていることについて、感謝の意や理解が深

まるよう配慮されなければならない、としている

植生 しよくせい (47,58) 

ある範囲内に生育する樹木や草本など全植物の集団

に持続可能な自然の利用方法として、日本が世界に提 食日ロス (25.70) 

唱レているもの。かつての里山は、薪炭林などとして

長期利用をするため、人の手が適度に入ることによっ

て、生態系ち豊かに保たれていたとレて、人と自然の

関係のモデルにしている

自然観察舎 (50.57.62.70) 

廃棄されるなど、無駄になる食品。日本では年間500

～800万トンと試算されているが、これは日本のお米

の年間収穫量約 813万トンにほぼ匹敵する（消費者庁

「食べ物の無駄をなくそうプロジェクト」）（区報

2013（平成25）年5月 15日号）

駒場野公園にある全区施設。自然体験や環境学習の 巣箱モニター (48,53) 

啓発、雑木林等の保全等のボランティア活動の拠点

自然通信員 ( 11 .1 8.37.49.54) 

区の事業。身近な自然の観察記録を区に報告をする

ボランティア。記録は生物季節や経年蛮化の把握など

に活かされている→いきもの気象台

社寺林 ( 17.58.59.61) 

神社や寺にあるまとまりのある大きな樹林。神社の

樹林は鎮守の森とも昭ばれることがある

自由がE森林化計画 (20) 

自由がE商店街が取り組む衝にみどりを増やす活動。

“上空から東京を眺めたら、緑いっぱいの一角が！近

づいてみるとそこは自由がEだった”をコンセブトに

している

住区住区住民会議 (17.42.58,71) 

区の生活圏域として、主に小学生の生活領域に相当

レ、近隣社会としてまとまりを持つことができる地域

として区全体を 22の区域にわけ設定したもの。住区

単位に住区住民会議が組織されコミュ二ティ活動が行

われている

樹木の保全協議制度 (43.61.68) 

区みどりの条例により一定要件の樹木等を伐採しよ

うとするときに区と保全に関する協議を行う制度

食育 (21.51) 

「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得レ、

健全な食生活を実践することができる人を育てること

区の事業。区が配布するシジュウ力ラ（区の鳥）の巣箱

を庭等に設置し、巣作りや巣立ちヒナ数を観察し、調

査票により区に報告する。 1984（昭和59）年から実施

生産緑地 (15) 

都市計画の地区のひとつ。防災性の高いオープンス

ペースとして、また貴重な緑地とレて、良好な都市環

境の形成に寄与する震地等のうち、適正に管理され疋

ものを指定レ、その保全に努めている。2014（平成26)

年 1月 1日現在指定地区数は、 17地区で、指定面積

は約25.610平方メートルとなっている

生態系ピラミット (28) 

生物種聞には食物連鎖といわれる、食べる、食べら

れるという関係があり、食べる生物は、食べられる生

物よりも数が少なし1傾向にある。最も数が多い生物は

例えば落ち葉や遺骸等を分解レ土（植物の栄養）に戻す

分解者、次に数が多いいきものは植物等（生産者）、その

生産者を食べるいきものは一次消費者（草食動物）、一次

消費者を食べるいきものは二次（高次）消費者（肉食相

物）といわれる。個体数の多い順に分解者、生産者、消

費者と積み上げるとピラミッドの形になる

生物季節 せいt5iっきせつ (23,85) 
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括の開宿日やセミの鳴き出し日など、季節によって

起こる動植物の行動や現象のこと。経年蛮化や気候等

との関連を研究する学聞を生物季節学（フ工ノロジー）

という。全国の気象台において観測された 1961～

2004（昭和36～平成 16）年のデータによれば、地球

温暖化の影響で、春から夏にかけて、ツバキ、ウメ、

タンポポ、サクラ、ノダフジ、ヤマハギの開高とイチ



ヨウの開芽が、年々早くなる傾向が見られている（環境

省地球温暖化影響・適応研究委員会報告書「気候変動

への賢い適応」）。区ではウグイスの初音、ヒキガエル

の産卵など継続的な調査を実施

生物多様性基本法 (2.3.73.84) 

生物多様性保全林 (43.48.57.61.62) 

区の施策。公園や公共施設等で、永続性がある一定

規模以上の緑地についてエリアを位置づけ、いきもの

の生息拠点となるよう保全を図るもの。保全にあたっ

ては地域の活動等と連携する。制度化を検討する

生物多様性の保全及び持続可能な利用について基本 清流復活事業 (43) 

原則を定め、園、地方公共団体、事業者、国民及び民

間の団体の責務を明らかにするとともに、生物多僚性

の保全及び持続可能な利用に関する施策の基本となる

事項を規定レ疋法律（環境白書）

生物多様性国家戦略 (3,74.85) 

1995（平成 7）年に開始された東京都の「城南JQJ川清

流復活事業J。新宿区の落合水再生センターで処理した

高度処理水を目黒川、吾川、古Jll（渋谷区～港区）に放流

レ、川の水量を増す。この事業や湧水の導水事業等に

より目黒川では東京湾からの遡上生物が増加している

生物多様性国家戦略は、生物多様性条約第 6条及び 雑木林 ぞうきぱやレ

生物多様性基本法第 11条の規定に基づき、生物多様

性の保全と持続司能な利用に闘する政府の基本的な計

画（環境省）

生物多様性条約・生物多様性条約締約国会議 (2,3,85) 

生物の多様性の保全、その構成要素の持続司能な利

(6.15.20.25.39.43.46.48.57.58.59.62.63.82.83) 

里山に形成される人の手で維持、育成される樹林。

関東地方では、クヌギやコナラなどの広葉樹の樹林が

多い。十妻女年に一度萌芽更新を図り、伐採レた材を炭

作りや、シイタケ栽培などに用い疋

用及び遺伝資源の利用から生する利益の公正かつ衡平 絶滅のおそれのある種等 ( 18,21,43,58,60,67) 

な配分を目的とレた条約（環境白書）。近年、条約締約国 →レッドリスト

会議（COP）が 2年に 1度聞かれており、 2010（平成

22）年には、愛知県名古屋市で第 10回締約国会議 そだそだ垣 そだがき (40.4 7.62.65) 

(COP10）が開催された

同時に開催された生物多様性国際自治体会議では、

都市部は世界の人口の半製以上の人々が集中し（国連資

料）生物多様性の思恵を受けていることから、市民が自

然に親しめ、生物多様性に配慮した都市環境を管理す

粗呆（そだ）は、切り取つだ木の枝のこと。そだを組ん

でつくる垣根がそだ垣で、里山等で見られる

た行

ることや、生物多様性に関する意識啓発などが重要と 鷹狩り たかがり (10) 

いう愛知・名古屋宣言を行つ疋

生物多様性地域戦略 (2,3,28,77) 

生物多様性基本法第 13条に基づいて、都道府県、

市町柑が策定する生物多様性の保全及び持続司能な利

用に関する基本的な計画

生物多様性の危機 (2.22) 

生物多様性は、現在世界的な危機に瀕しており、日

本では、生物多様性の劣化原因として、 4つがあげら

れている→P.85

生物多様性に関する本 (51) 

国連生物多様性の 10年日本委員会（UNDB-J）は、

生物多様性の普及啓発等に資するものとレて、「子供向

け図書」（愛称「生物多様性の本箱」～みんなが生きも

のとつながる 100問～）を推奨している
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闘い馴らしたハヤブサ、オオタ力、ハイタ力などの

タ力を放って野禽（やきん）、小獣を捕えさせる狩猟

たけのこタウン (49) 

エコライフめぐろ推進協会が発行する環境にやさレ

いすまいづくり、まちづくりに関する情報誌

地産地消 ちさんちレょう (33) 

地元で生産されたものを地元で消費すること。生産

者と消費者の距離が縮まり、健康や環境に良いものの

提供を行うもの。地域の生産者と消費者の連携が密に

なることで、コミュ二ティ形成に役立ち、独自の文化

などの発展にも寄与するといわれている

チョウの道 (40,55,62,63,64,65) 

チョウの通る道



剣の舞 つるぎのまい (33) 

区の伝統文化。八雲氷川神社と下目黒の太高神社に

伝わる（区HP)

どんぐ林（りん）活動 (48) 

区の事業。クヌギやコナラのどんぐりをポット等で

育て、公園や学校に雑木林を育成する活動。地域や児

童等の参加を図る。区民キャンパス公園開園時の活動

で始められた

な行

二十四節気 にじゅうしせっき (7) 

末陽の運行をもとに、 1年を約 15日ごとに 24節

に分け、その区切りとなる最初の日に、その時季の自

然の現象をあてはめて作られ疋 24の暦。むかしは用

の運行にもとづく木陰暦（旧麿〉を使っていたので、

暦の月日と季節蛮化がそろわない場合があり、農作業

など季節に応じた作業をするのに不便だったためつく

られた。節気は立春から始まる（P.4図中に記載）

21の提言 (53，表紙3)

区の事業。いきちのたちとふれあうための 21の方

法（表紙 3）。ピオトープ活動などの学習に用いている。

1999（平成11）年の「20世紀の生きものたち記録委員

会」の提言

は行

ヒートアイランド現象 (22) 

都I~＼域の気温が郊外に比べ高くなる現象で、等温線

を書くと島状に見えるためヒートアイランド（熱の島）

といわれる。人工排熱（冷暖房・自動車）の増加や、自然

地（土・水面・緑地等）の減少が原因で引き起こされる（環

境基本計画）

ピオトープ

(2,6, 14. 1 6.21.33.42.4 7.51,58,59,61,62,63,73,82) 

いきものの生息する揚所のことをいう。都市内など

では、多様ないきものだちが形づくる小規模な生態系

をピオトープとレて捉え、小学校では環境を考えた総

合学習などに幅広く利用されている

標準和名 （目 3,38,87)

種名の標準的な日本語の醇び名。単に和名ともいう。

学名（ラテン語）のようにひとつの種に対してひとつが

定められているちのではない

節成きゅうり ふしなりきゅうり (7) 

きゅうりの日種。かつての目黒の産物のひとつ

船入場 ふないりぱ (11,56,67) 

中目黒 1丁目の田楽橋上流柑近の目黒川に残されて

いる、船を引き入れて荷揚げをするために川幅を広げ

た部分。場所により深さに蛮化があるようにつくられ

ていて、水辺のいきものがすみ易い揚所を提供してい

る。2001（平成 13）年には自然石を積んだ島を設置レ、

多摩川の沼口近くからシオクグやアイアシが移植され、

パークコミュ二ケーション (54) 生育している

公園での活動から生まれる地域のコミュ二ケーショ

ン。生物多様性を確保レていくためには、地域に根差 冬日 (22) 

レた継続的な活動が不司欠で、多様な主体のポランテ 一日の最倍気温が摂氏O℃未満になる日

ィア参加や、指定管理者による公園管理運営、さらに

は専門知識を有するコーディネーターの活用などによ

り、区民、活動団体、事業者等の参加と協働が脳要で

ある。これらの活動による刻果は、公園を拠点とした

まちづくりにつながるもので、今後みどりの基本計画

にパークマネージメントとともに位置柑ける

パッチ状 (38.46) 

複数のものが入り混じっている状態

桔とみどりの学習館 (50,51.52.58,63.70.73) 

中目黒公園にある全区施設。園芸や土、身近な自然

萌芽更新ほうがこうレん (39,46,58,62,63,82,85) 

樹木は、伐探後に切り株や根から新しい芽（これを「萌

芽」と醇t5i）が伸びる。このような樹木の性質を利用レ

て伐採後に森林を造成する手法を萌芽更新という

ま行

埋土種子 まいどしゅレ (47) 

土中に含まれている植物の種子。長期間を経て発芽

するものもある

に接する経験を通して、自然環境への理解を深めるな マント・ソデ群落 (46) 

どの学習やみどりのボランティア活動の拠点
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植生のタイプ。森林の外側に発達するツル植物や小

値木が繁茂する揚所。マント群落は、森林内への風の



吹き込みを防ぎ、カーテン群落ともいわれる

みどり →P.6 

緑施策の新展開（東京都） (3,73) 

生物多様性基本法に基づく東京都の生物多様性地域

戦略

みどりのカーテン (21) 

建物の壁面や窓等をツル性の植物で覆い、夏の日差

レを遮ることで、壁や部屋の温度を下げる地球にやさ

レい自然のカーテンのこと

みどりの散歩道 (33,50,53,64,65,69,70,72) 

区の事業。区内に設定された融歩道。身近な公園や、

神社、お寺などを結んだ 9コースがあり、コースガイ

ドが販売されている。目黒区版の工コツーリズム（地域

の自然や文化等について知識を有する者から案内文は

曲言を受け、自然や文化の保護に配慮しながらそれら

と触れ合い、知識及び理解を深めるための活動）の推進

事業のひとつ

みどりの条例 (17) 

1991 （平成3）年に施行された条例。みどりに関する

実態調査、みどりの基本計画策定、保容樹木等の指定、

緑化計画制度、みどりの普及啓発や、区長・区民・事業

方法

目黒天空庭固 めぐろてんくうていえん

(6, 1o.1 5,20,49,58,73,77) 

区立の立体都市公園。首都高速道路太橋ジヤンクシ

ヨンの上部を利用

目黒十五庭 めぐろとうごてい (6, 15.49.73) 

区役所総合庁舎の屋上にある屋上緑化

目黒のさんま祭 (6,50) 

目黒区民まつりの中で行われるイベント。落語「目

黒のさんま」に因んだまつりで、毎年 9月に開催され

る。気仙沼市民から「新鮮なさんま」が贈られる

目黒ばやし (33,72) 

1978（昭和53）年に区指定無形民俗文化財に指定さ

れた祭曜子（まつりぱやレ）。演奏は、小末鼓（こだいこ）

の「シラベ」 2名、大木鼓の「オオドウ」 1名、篠笛（し

のぶえ）の「トンビ」 1名、鉦（かね）の「ヨスケ」 1名

の計5名の構成で行われる（区HP)

百吉の費 もすのにえ (11) 

モズが軟に虫などを捕えて木の枝に貫いておくもの。

速貰（はやにえ）ともいう

者等の責務などが規定されている モニタリング (57,61) 

定期的に物事や事象の変化を調べること。生物多様

めぐろグリーンアクションプログラム (21, 70) 性の確保のために、動植物の分布等をモニタリングレ

区民・事業者における環境配慮の具体的な取り組み ていくことが重要とされている

（省エネ・緑化等）を支援するためのプログラム。家庭

版・事業所版・学校版がある（区環境基本計画） 森のみどり人 もりのみどりすと (54) 

目黒区環境基本計画 (3,35) 

区環境基本条例に基づき、区、区民、事業者などが

それぞれの立場から、環境基本条例に掲げられた基本

的理怠を実現する疋めの基本となる計画

目黒区みどりの基本計画 (6,22,54) 

都市緑地法及び区みどりの条例に基づき、緑地の保

全や緑化の推進、普及啓発を図る基本計画

目黒三社 めぐろさんじゃ (10) 

区内の大鳥神社、瀧泉寺（目黒不動）、高瞳（こうとう）

寺金比羅権現社のこと。高瞳寺は廃寺となっている

目黒式竹林管理 (46) 

かつての目黒で行われていたモウソウチク林の管理
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区の事業。自然観察や萌芽更新作業など、里山の環

境を保全する活動を行っている公園活動登録団体

や行

谷戸 やと (16) 

谷あいになった地形。区には川の名に谷戸前川があ

り、緑道名（谷戸前川緑道）として伝えられている

有機農法 (47) 

化学肥料及び震薬を使用しないこと、遺伝子組換え

技術を利用しないことを基本とレて、農業生産に由来

する環境への負荷をできる限り倍減した農業生産の方

法のこと（農林水産省 HP)



ら行

ラインセンサス (66) 

生物の分布状況調査法のひとつ。調査コースを設定

レ、一定の速度で移動して種名や個体叡等を記録する

落語「目黒のさんま」 (6) 

落語の話のひとつで、区が舞台になっている

緑化計画制度 (44.61.65,68) 

条例等に基づく緑地等の附置義務制度。区では、駐

車場の設置や、敷地面積200平方メートル以上の建築

行為等行うときに、あらかじめ緑化についての計画書

の提出及びその内容の履行を義務柑けている

緑被率 りよくひりつ け7.22)

上空から見て、樹冠や草地などみどりで覆われ疋面

積が占める割合

林床 りんレょう (38.43.46.62.82) 

森林の樹下の環境。林を構成する高木の種別により、

草や憧木、動物、菌類などが独特の生態系を構成する

レッドリスト ( 18.20.42.60) 

考えられるもの）、野生絶滅（当該地域において、過去に

生息していたことが確認されており、間育・栽I音下では

醇続レているが、野生ではすでに絶滅レ疋と考えられ

るもの）、絶滅危慎｜類（現在の状態をもたらレた圧迫要

因が引き続き作用する揚合、野生での存続が困難なも

の）、絶滅危慣 IA類（ごく近い将来における野生での絶

滅の危膜性が極めて高いもの）、絶滅危慎 IB類（ I A 類

ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危

険性が高いもの）、絶滅危慎H類（現在の状態をちだらレ

た圧迫要因が引き続き作用する揚合、近い将来「絶滅

危慎 I類」のランクに移行することが確実と考えられ

るもの）、準絶滅危慣（現時点での絶滅危瞭度は小さいが、

生息条件の変化によっては「絶滅危慎」として上位ラ

ンクに移行する要素を有するもの）、情報不足（環境条件

の蛮化によって、容易に絶滅危慣のカテゴリーに移行

し得る属性を有レているが、生息状況をはじめとして、

ランクを判定するに足る情報が得られていないもの）、

留意種（現時点では絶滅のおそれはないと判断されるた

め、上記カテゴリーには該当しないものの、①～⑧の

選定理由（原典参照）のいずれかに該当し、留意が脳要と

考えられるもの）

わ行

絶滅のおそれのある野生生物のリスト。国や地域単 ワンド (39) 

位で作成している。レッド（赤い色）は、『危ない』とい

う意昧で用いている。絶滅のおそれのある野生動植物

の種の保容に関する法律による希少野生動植物種の指

定の際などに利用。

区独自の調査によるレッドリスト作成はないが、区で

rnr川や湖の入江のこと。湾土（わんど）ともいう

アルファベット

見られだ野生動植物に苅レて、国のレッドリスト又は東 ICT (54) 

京都のレッドリスト（区部）に該当する種に対する区分を 情報・通信に関連する技術一般の総称（区情報化推進

当てはめている。国は第 4次レッドリスト（環境省 計画）

2012（平成24）年）、東京都は、東京都の保護上重要な

野生生物種（本土部）～東京都レッドリスト～2010（平 COP10 (2) →生物多様性条約締約国会議

成22）年版による。指定の区分は次のとおり

［環境省レッドリストの区分］ CSR (54) 

絶滅危慣｜類（絶滅の危機に瀕している種）、絶滅危慣 Corporate Social Responsibilityの略。企業の社会

IA類（ごく近い将来における絶滅の危陳性が極めて高 的責任

い種）、絶滅危慣IB類(IA類ほどではないが、近い将来

における絶滅の危険性が高い種）、絶滅危慎H類（絶滅の

危険が増大している種）、準絶滅危慎（現時点では絶滅危

陳度は小さし1が、生息条件の蛮化によっては「絶滅危

慣」に移行する可能性のある種J、情報不足（評価するだ

けの情報が不足している種）

［東京都レッドリストの区分（掠粋）］

絶滅（当該地域において、過去に生息してい疋ことが

確認されており、間育・栽培下を含めすでに絶滅したと
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附ー10出典と$考資料（敬称略） ｜

O出典

P。2
P。8

P.9 

P.10 
P.11 

P.12 

P.13 

P.16 

P.17 
P.18 
P.19 

P.21 

P.22 

P.23 
P.25 
P.45 
P.49 
P.52 

P.53 

P.56 

図 1-1 
図2-1.2
図2-3
図2-4
図2-5

図2-6
表2-2

図2-7
図2-8
図2-9
図2-10
写真

図2-11

平成23年版図で見る環境・循環型社会・生物多様性白書（環境省）を基に作成

目黒区基本計画（2000（平成 12）年：目黒区）
東横線から見疋目黒区の地形：目黒区住宅・街づくりセンター

目黒区基本計画（2000（平成 12）年：目黒区）
（標高）国土地理院基盤地図情報数値標高モデル（10mメッシユ）533935「東京西南部」を

基に加工

（坂名）改定目黒区の文化財（1993（平成5）年：目黒区教育委員会）

めぐろ歴史資料館資料

－目黒「生きもの疋ちの原風票」（1998（平成 10）年：郷土研究第42集：目黒区：郷土研究会）

・1997～1998（平成9～10）年頃に実施した川の資料館でのヒアリング調査

：江戸名所図会駒場野

東京近郊名所図会

地図で見る東京の変遷（平成改訂版財）日本地図センター発行）を基に加工

国土地理院1万分の1地形図碑文谷（明治42年測図昭和4年第3回修正測図を基に加工

（提供）東急電鉄本社、目黒区めぐろ歴史資料館、目黒区広報課

あの日この顔（1982：目黒区）
写真集目黒の風景いまむかレ（1993：目黒区守屋教育会館）

写真集目黒の風景 1α〉年（2001：目黒区めぐろ歴史資料自由

駒場野公園野鳥定点観察記録（駒場野自然クラブ麻生敵 1986～：目黒区保有）

駒場野公園クモ観察リスト（駒場野自然クラブ麻生敵 1990～：目黒区保有）

図2-12.13 目黒区のみどり緑の実態調査報告書（2004（平成 16）年：目黒区）
表 2-3 目黒区いきもの住民台帳暫定版（2010（平成22）年：目黒区lURL→P.101 
表 2-5 日本甲虫学会会員上回衛門選（2012（平成24）年区民による身近な生物調査：目黒区）

表 2-6 東京大学駒場自然科学↑害物館長伊藤元己選（2012（平成 24）年区民による身近な生物調

表2-7 

表2-8 

倒 1

倒 2

倒 3

倒 4

図2-14
図2-16.17
図2-18
図2-19

査：目黒区）

クロマダラソテツシジミの東京都目黒区での記録中柑謙介（2010（平成 22）年月刊むし

467) 
目黒区で発見されだ新種：東京大学ホームページ 2013.12.26トピックス【研究発表】東

京太学駒場キャンパス内で新種のカメムシを発見（東京大学太学院総合文化研究科石Jll忠、
同研究科伊藤元己、アメリ力自然史博物館安永智君）

h抗p://www.c.u-tokyo.ac.ip/info/news/topics/20131226161103.html
事業所（企業等〉が取り組む活動の例

2012（平成 24）年調査、「東京都市域の緑地における鳥類の種組成とハピタット特性に閲

する研究」（株式会社竹中工務店技術研究所）

2007（平成 19）年よりピオトープづくりを通じた環境教育プログラム、「わくわく子どち

の池プロジェクト」に取り組む（NECキャピタルソリユーション株式会社）

2011 （平成 23）年調査、「当社周辺の緑地の生物調査報告書」（東急建設株式会社土木本部

環境技術部）

2011 （平成23）年、「おおはレ里の杜」を整備レ、動植物の経年変化を調査するなど、自然

環境の再生活動に取り組む（首都高速道路株式会社）

目黒区の環境（2013（平成25）年目黒区）
気象庁HPよりデータを引用レ作成

目黒区のみどり 緑の実態調査報告書（2004（平成 16）年・目黒区）
目黒区史（東京都立太学学術研究会編集 1956：目黒区）P.532.P.691.P.1 092 
区政概要（昭和40年版：目黒区）

緑の実態調査書（1993（平成5）年：目黒区）
目黒区のみどり 緑の実態調査報告書（2004（平成 16）年：目黒区）
（鳥類の変化）目黒区自然環境基礎調査結果（1999（平成 11）年：目黒区保有）

図2-25.26目黒区世論調査（2011（平成23）年）
図4-4 チョウの来る植物街の自然 12か用（1982（昭和 57）年：目黒区）
図4-13 街の自然 12か月（1982（昭和 57）年：目黒区）
図4-17 環境省 http://www.env.go,jp/policy/hozen/green/ecolabel/a01 _01.html 

http:/ /www.env.go,jp/ nature/ shinrin/fpp/ certification/index3-3.html 
図4-19 生物多様性事業のロゴマーク h社p://www.biodic.go,jp/biodiversity /logo/ 

図上：生物多様性コミュ二ケーションワード 図下：国連生物多様性の10年口ゴマーク

表4-5 （近隣区の馬類の観察側）

・林試の森公園・目黒Jll：生物多樺性基礎調査（白川区）
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P.65 図4-27

P.66 図4-29,30
図4-31

P.67 表4-8

P.69 図4-44

P.70 表4-10

P.72 写真提供

P.83 附－4

P.84 附図ー2

. ）：先足池公園：水辺環境改善対策水生生物調査報告書（大田区）

・世田谷公園・等々力渓谷公園・駒沢オリンピック公園：世田谷の島（財団法人世田谷トラスト

まちづくり）

・自然教育園：インターネット図鑑

http:/ /www.kahaku.gojp/ exhibitions/vm/ sizenen/index.html 
・呑Jll：香川の会公式市ームページ香川は流れる2004

h世p://home.t07.itscom.net/nomigawa/ 
都市域のエコロジ力ルネットワーク計画における動物の移動距離：徳江義宏・大津啓志・今柑

史子（2011（平成 23）年）都市域のエコロジ力ルネットワーク計画における動物の移動分散

の距離に関する考察，J.Jpn. Soc. Reveget. Tee. 37(1 ), 203-206より作成

野昌生息調査報告書（1986（昭和61）年：目黒区）

生物多様性保全基礎調査（公園樹林）報告書（2014（平成26）年：目黒区）
目黒区のチョウ 10選：日本鱗麹学会会員久保快哉選

目黒区みどり緑の実態調査報告書（2004（平成 16）年：目黒区）
（一人ひとりの取り組みのチェックリスト）

・目黒区めぐろ 26万区民の「だれか」ではなく「わだし」から大作戦の手引き

http:/ /www.city.meguro.tokyojp/kurashi/ shizen/ mondai/ green_ka/ 
・国連生物多様性の 10年日本委員会 MY行動宣言

h社p://undbjp/commi社ee/tool/action/ 
・（公財）世界自然保護基金ジャパン普段の暮らしででさること

h社p://www.wwf.orjp/join/daily/
国立国会図書館、めぐろ歴史資料館、目黒区広報課

目黒区のあゆみ写真でたどる区政の蛮遷（2005（平成 17）年：目黒区）
（在来種）

・目黒区の植生概観：曽根伸典（目黒区産動植物目録： 1984（昭和 59）年：目黒区）
・東京都現葎植生図（1987（昭和 62）年：東京都環境保全局）

・東京都野生生物種目録（1998（平成 10）年：東京都環境局）

・目黒区のみどり みどりの実態調査報告書（2004（平成 16）年：目黒区）
（特定外来生物（植物））

－環境省（外来種） h抗p://www.env.gojp/ nature/intro/ 1 outline/index.html 
．日本の外来生物（2008（平成20）年：自然環境研究センター編）

地球規模生物多様性概況第3版（2010（平成 22）年：生物多様性条約事務局）「転換点の概意

図」を加工 http:/ /www.biodic.gojp/biodiversity I about/library /index.html 

0参考図書（目黒区）

歴史 目黒区史（東京都立大学学術研究会編集 1956（昭和 31）年：目黒区）

あの日この顔（1982（昭和 57）年：目黒区）
昭和の戦争記録（1991（平成3）年：目黒区編集）
改定目黒区の文化財（1993（平成5）年：目黒区教育委員会）

写真集目黒の風景いまむかレ（1993（平成5）年：目黒区守屋教育会館）

戦後の庶民生活（1995（平成7）年：目黒区）
めぐろの昔を語る（1995（平成7）年：目黒区教育委員会）

東京都目黒区東山遺跡（卜M・N・O地点）（ 1999（平成 11）年：目黒区東山遺跡調査団）

写真集目黒の風景 100年（2001（平成 13）年：目黒区めぐろ歴史資料館）

目黒区のあゆみ写真でたどる区政の蛮遷（2005（平成 17）年：目黒区）
郷土目黒（～2011（平成23）年：年刊：目黒区郷土研究会）

坂・まち みどりの散歩道コースガイド（1991（平成3）年～：目黒区）
坂道ウォーキングのすすめ（2012（平成24）年：目黒区）

いきもの 衝の自然 12か月＝目黒区の動植物ガイド（1983（昭和 58）年：目黒区）
目黒区産動植物目録（1984（昭和 59）年：目黒区）
野鳥生息調査報告書（1986（昭和61）年：目黒区）

公園の育児書駒場野自然クラブ観察記録（1987（昭和 62）年：目黒区）
緑の実態調査書（1993（平成5）年：目黒区）
ひとと木のうた めぐろ区樹木ガイド（1993（平成5）年：目黒区）
公園で観察できるキノコについて（Jul/1999（平成 11）年：都市公園No.145大館一夫）

目黒区のみどり 緑の実態調査報告書（2004（平成 16）年：目黒区）
駒場野公園 20周年記意誌＝みんなと育った 20年（2005（平成 17）年：目黒区）
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O参考資料（生物分類）

植物 植物目録 1987電子ファイル（1995（平成6）年3月修正）：環境庁）

。甫乳類

屠類

両生は虫類

魚類

毘虫類

クモ類

日本の樹木（1985（昭和60）年：林弥栄編）
日本の野生植物草本 I・II・ III (1982（昭和 57）年：大井次三郎ほか編）

日本の野生植物 木本 I・II (1989（昭和64）年：佐竹義輔ほか編）

日本産野生生物目録育椎動物編（1993（平成5）年：環境庁）
日本語類目録改訂第7版（2012（平成24）年：日本語学会）
日本産腿虫両生類標準和名（2009（平成21）年：日本随虫両棲類学会）

日本産野生生物目録育椎動物編（1993（平成5）年：環境庁）
日本産野生生物目録無育稚動物編II(1995（平成7）年：環境庁）
日本産蛾類総目録神保宇嗣，2004-2008. h社p://listmi.mothprog.com/ 
日本産野生生物目録無育椎動物編 I・II・ III(1993～1998（平成5～10）年：環境庁）
日本のクモ（2006（平成 18）年：新海栄一著）

その他動物 日本産野生生物目録無育椎動物編 I・II・ III(1993～1998（平成5～10）年：環境庁）
菌類 日本のきのこ（1992（平成4）年：今関六由ほか編）

都会のキノコ図鑑（2007（平成 19）年：大舘一夫長谷川明監修）

O参考ホームページ

．生物多様性条約（外務省）

http:/ /www.mofa.go.jp/ mofaj/ gaiko/kankyo/ seibutsu_tayosei/index.html 
．生物多様性（環境省生物多様性センター）

h社p://www.biodic.gojp/biodiversity I 
．目黒区いきもの住民台帳（暫定版）

http:/ /www.city.meguro.tokyojp/ gyosei/tokei/ chosa_hokoku/ikimono_daicho.html 
・レッドリスト

東京都 東京都の保護上重要な野生生物種（本士吉田2010年版（2010：東京都環境局）

h社p://www.kankyo.metro.tokyojp/ nature/ animals_plants/ rare一creature/red_data_book/ 
環境省 2007年第二次見直し後のレッドリスト

h社p://www.biodic.gojp/ rdb/ rdb_ f.html 
・国連生物多様性の 10年日本委員会（UNDB-Jl

h社p://undbjp/
・IUCN-J 国際自然保護連合日本委員会 にじゅうまるプロジェクト

h社p://bd20Jp/ 

0公園未来マップ活動参加（活動公園名と公園活動登録団体名）

駒場野公園 駒場野ホタルの会

こまぱリサイクルの会

森のみどり人

菅刈公園 NP O法人官刈ネット 21
目黒天空庭園・オーパス夢ひろば

NP O法人大橋工リアマネジメント協議会

目黒天空庭園栽培ガーデ二ングクラブ

オーパス夢ひろば運動・スポーツ・遊びクラブ

オーパス・ドッグ・クラブ

東山公園 目黒サンクチュアリーズ

めぐろ遊び揚づくりの会

中目黒公園 さーくる・ガーデン・クラブ

いきもの池・原つぱクラブ

なかメディアボードクラブ

健康とスポーツ 2002クラブ

有機クラブ

中目黒わんわんクラブ

碑文谷公園 碑文谷公園くら1Si

O写真・イラスト

写 真区民、自然通信員、上田衛門、東邦大学西I責淳（特定外来生物）、安永智蚕（新種のカメムシ）

NECキャピタルソリユーション株式会社、首都高速道路株式会社、国立国会図書館、めぐろ歴史資料館、

目黒区広報課、目黒区

イラスト 区民による身近な生物調査環境学習資料（水谷高英、飯島英明ほか）
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附ー11要約 ｜

私たち一人ひとりの日々の暮らレは地球規模の生物多様性に支えられています。レかレ、近年、世界的な生物多様性の

損失が進行し、地球の生態系に重大な蛮化をも疋らすおそれがあると言われています。こうした生物多様性の危機的情況

の中、日本は 1993年に生物多様性条約を締結レ、 2008年に生物多様性基本法を制定・施行しました。このたび、目

黒区は同法に基づき、区の生物多様性地域戦略である、「ささえあう正論の品野鳥のすめるまちづくり計画」を策定レ

ました。策定にあたっては、学識経験者、住民等による検討委員会で十分な検討を重ね、また、できる限り多くの区民等

の意見を聴取する機会を設け、計画に反映するようにレまレた。

全域が市街化した都市環境にある目黒区では、住宅地に残る樹木の減少が見られますが、住民は日ごろから庭や学校で

身近な自然に親しんでおり、拠点的な公園では地域住民による樹林保全や荷作りの活動が盛んです。こうし疋区の特徴を

ふまえ、本計画では、野鳥を身近な自然、豊かな生物多様性のシンボルとしてとらえ、「野の烏の歌が聞こえるまち」を

将来ビジョンとレて、「多様な環境づくり」、「自然と共生する暮らし」、「すべての主体の協力と連携」の3つの目標にむ

け、生物多様性の保全及び持続的な利用に関する施策を展開していくこととしまレた。

本計画の短期目標は2020年、苅象期聞は2032年とレ、短期目標の指標の進み具合を毎年確認するとともに、自然

環境や社会情勢の変化に応じて計画を見直すこととしました。

Summary 

Daily life of each of us all in Meguro City is suppo同edby biological diversity on a global scale. And yet, it is said that in 

recent years as worldwide biodiversity loss has been progressing, the loss might cause grave havoc on the ecosystem of 

the ea同h.Given this critical situation of biodiversity, Japan ratified Convention on Biological Diversity in 1993, and 

consequently enacted Basic Act on Biodiversity in 2008. Based on the Act, Meguro City has formulated this plan，“A Cycle 

Of Lives Supporting One Another: Plan For Developing A Town Wild Birds Can Inhabit”， that is, Meguro City Regional 

Biodiversity Strategy. In the process of formulating the plan, the city set up the commi世eefor developing its biodiversity 

strategy consisting of citizens and academic expe同s,which has ardenty deliberated the issues of the plan. At the same 

time, the city has provided as many oppo同unitiesfor hearing citizen’s opinions as possible, and has incorporated those 

opinions into the plan, if appropriate. 

Although Meguro City, whole area of which has been urbanized, has recently seen the decline of the number of the 

trees in residential areas, local residents there are e吋oyingnature close to their daily lives, for example, in their gardens 

and the nearby schools. In the parks which local residents use as their base for their volunteer activities, they are actively 

pa同icipatingin the management and conservation of the trees, and are tending the flowerbeds in the parks. Considering 

the characteristics of the city and its residents, this strategy regards and adopts wild birds as the symbol of familiar nature 

and affluent biodiversity. As for specific targets of the strategy, we have proposed“A Town Where Songs of Wild Birds Are 

Heard" as a future vision of the city, along with the three separate targets, i.e.，“Creating diversified environment”，“Living 

in harmony with nature”， and “Working with the cooperation of all stakeholders”. In this strategy, we have decided to 

continue to expand the measures for the conservation and sustainable use of biological diversity. 

Short-term target year and target period of this plan is 2020 and 2032 respectively. Besides, it has been decided that 

we will confirm every year the progress indicator of short-term goal, in order to review the plan in response to the changes 

in socioeconomic conditions and natural environment. 

いのち わ

目黒区生物多様性地域戦略ささえあう生命の輔野鳥のすめるまちづくり計画

2014（平成26）年3月25日発行

発行 目黒区

編集 目黒区都市整備部みどりと公園課

＠目黒区 E参
主 要 印 刷 物 番 号

2 5 - 3 7 

東京都目黒区上目黒二丁目 19番 15号

電話 03 (3715) 1111 （代表〉
編集協力 中外テクノス株式会社

目黒区ホームページ http:/ /www.city.meguro.tokyoJp/ 

この計画は目黒区のホームページで閲覧・ダウンロードできます

目黒区トップページ→行政情報→計画・政策→計画・施策→環境保全で自然にちやさしく

http://www.city.meguro.tokyo.ip/gyosei/keikaku/keikaku/kankyo_hozen/index.html 
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目黒区緑化都市宣言 

みどりのまちをつくるちかい 

 
思い出してほしい 
わたしたちがみどりの中に 生まれ 
育ったことを 
青い空 木々のこもれ日 季節のささやき 
よびかけてる 誰もみな みどりの仲間だと 
 
忘れないでほしい 
木も草も 虫も鳥たちもともに暮らす 
大切な家族 
だから今 かけがえのない 母なる地球を 
みんなで分けあっていこう 
 
さあ 始めよう 
ひと粒の小さな種をまくことから 
大地に根をはり 
すくすく枝をのばし 
鳥たちがうたい 
人びとがやすらぐ 
一本の木の種 
 
わたしたちの手で わたしたちの心に 
こどもたちに伝える 
森をつくろう 
 

1990(平成 2)年 10 月 28 日 
 

目黒区区民憲章 
まちづくりのために 

 
わたくしたちは、この目黒区を、わたくしたちの力
で明るく住みよい地域社会にするため、つぎのこと
を心にとめて、その実践につとめます。 
 
一 人間性を尊重し、明るい豊かな人間のまちの実

現に努力します。 
一 広く暖かい心を養い、信頼と協力の人間関係を

育てます。 
一 地域のくらしをたいせつにし、緑と水と青い空

をまもります。 
一 伝統や文化遺産をたいせつにし、よいしきたり

や新しい文化をきずきます。 
一 こどもからおとしよりにいたるまで、お互いに 
  たすけあい、この目黒区に、生きがいのある生 
  活を実現します。 
 

1977(昭和 52)年 10 月 1 日 

 

 目黒区の宣言など 

いきものたちとふれあうための 21 の方法  

１ 風の歌、風の香りを感じてみよう 

２ 雨はいのちのもと、水を汚さない暮らしをしよう 

３ 朝、昼、晩、太陽の時間割を思い出そう 

４ うつり変わっていく季節を毎日ひとつ見つけよう 

５ 高い空、広い空を見上げてみよう 

ステップ１ 
 

｢気づこう｣ 

６ 足元の身近な自然を見つめていこう 

７ 原っぱの小さないきものを見つけよう 

８ たまには知らない道を探検してみよう 

９ いろいろな坂道をのぼって、まちの地形を眺めよう 

10 木かげのベンチでほっと一息ついてみよう 

ステップ２ 
 

｢見つけよう｣ 

11 みどりの散歩道を歩いて時間をさかのぼってみよう 

12 土をはだしで歩いてみよう 

13 聞いてみよう、木のおはなし 

14 一粒の小さな種をまく作戦 

15 耕せ、つくろう、たべもの畑 

16 庭やベランダにトンボ池をつくってみよう 

17 落ち葉を土に、落ち葉ンク活動をはじめよう 

ステップ３ 
 

｢やってみよう｣ 

18 見て、探して、記録をつけよう、ニュースを出そう 

19 まちも森も海も、自然はみんなつながっている 

20 力を合わせていきものたちの家、自然を守ろう 
ステップ４ 
 

｢伝えよう｣ 
21 地球に、人にやさしいくらしを伝えていこう 

1999(平成 11)年 3 月 20 世紀のいきものたち記録委員会提言 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




